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はじめに  

(1) 問 題 の 所 在 と 研究 の 目 的  

近 年 、 日 本で は 、 女 性の 美 容 に対 す る 関 心が 高 ま って お り 、 美容 産業

は 急 速 に 成長 し て い る。 日 本 にお け る 中 年 女 性 層 は、 美 容 と 健康 に 対す

る意 識 も 高く 、「美 魔女 」と い う言 葉 を よく 耳 に する 。日 本 では 、美 魔 女

に な り た い女 性 の 数 が多 く な り、 美 魔 女 とし て の アイ デ ン テ ィテ ィ を築

こ う と す る傾 向 が 顕 著で あ る。さ らに 、「 美魔 女 」と い う言 葉 は日 本 独 自

の も の で あり 、 中 年 女性 の 美 しさ を 表 現 する た め に用 い ら れ る 言 葉 であ

る。 こ の 言葉 は 、 一 般的 な 流 行語 の よ う に一 時 的 に流 行 し て 若者 の 間で

の み 理 解 され る も の では な く 、2009 年 に 誕生 し て 以降 、長 い 期間 に わた

っ て 、 中 年女 性 に 対 する 一 種 のイ メ ー ジ とし て 定 着 し て い る 。 今 も よく

ネッ ト や 雑誌 で こ の 言葉 を 目 にす る こ と もあ る が 、聞 き 覚 え のあ る 女性

の 形 容 詞 とも 言 え る 。「美 魔 女」と は、中 高年 女 性 が年 齢 を 重 ねて も 美し

く 輝 き 、 若々 し さ を 保つ 、 女 性と し て の 美し さ や 美貌 、 女 性 的な 魅 力を

兼 ね 備 え た女 性 の こ とを 指 す 言葉 で あ る 。 堀 江 （ 2015） に よ ると 、 現代

日 本 の「 美 魔 女 」概 念は 、 2009 年 後 期 に 月刊 誌『 ス ト ーリ ー 』と『 美ス

ト ー リ ー 』の 編 集 長 ・山 本 由 樹が 提 案 し た。 き っ かけ は 、 綺 麗に な るた
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め の 努 力 をし た 専 業 主婦 と 45 歳 女 性 が 美容 に 投 資す る 傾 向 に着 目 した

こ と で あ る。 山 本 由 樹は 「 美 魔女 」 と い う言 葉 を 独自 に 考 案 し、 ア ンチ

エ イ ジ ン グ市 場 を 開 拓し た 。2010 年 11 月に は 、「第 一 回国 民的 美 魔 女コ

ン テ ス ト」を 開 催し 、35 歳以 上 の 女性 を 対象 に し た。こ のイ ベン ト 名 は

「 国 民 的 美少 女 コ ン テス ト 」を も じっ た もの で あ る  。こ の 言葉 は 、日 本

の テ レ ビ 番組 や 雑 誌 など で 使 われ る よ う にな り 、 その 後 、 メ ディ ア によ

る 取 材 や 紹介 が 増 え 、一 般 に も広 が っ て いっ た 。 しか し 、 な ぜ、 日 本で

は 「 美 魔 女」 と い う 表現 が 定 着し 、 見 た 目が 実 年 齢よ り も 若 く見 え る中

年 の 女 性 を称 賛 す る 文化 的 な 現象 と な っ た の で あ ろう か 。  

本 研 究 で は、「 美魔 女」「 市場 」「ル ッ キ ズム 」と い う３ つ の キー ワ ー ド

を 用 い る。「市 場」は 、す な わち 経 済的 側 面に つ い て検 討 す る とい う 意 味

で 、 本 研 究は 、 特 定 の「 市 場 」が 成 立 す る要 因 の 研究 と い う 側面 を 持つ

こ と に な る。「 美魔 女 」は「 現 象」な い しは「 流 行 」な の で 、本研 究 は 同

時 に 「 市 場」 に お い てあ る 「 現象 」 が 生 じる （ 生 じた ） 理 由 を考 え ると

い う 側 面 も持 つ 。  

ま た 、 本 研究 で は 、 この 問 題 を「 ル ッ キ ズム 」 と いう 、「イ ズム 」、す

な わ ち 一 つの イ デ オ ロギ ー の 広が り と 強 化と い う 観点 か ら「 美魔 女 現 象」

を見 て い く。「 現 代 日 本 の 美 容市 場 に お ける 美 魔 女の 登 場 は 、ル ッキ ズム

と 関 係 が ある 」 と い う明 ら か にす る の で ある 。  

さ ら に 、「 美 容 産業（ 市場 ）は 、身体 を めぐ る 文 化的 価 値 観 の影 響 を 受

け る 」と い う点 に つ いて 論 じ る。「 身体 をめ ぐ る 文化 的 価 値 観 」＝「 社 会

的 に 好 ま しい と さ れ る外 見 」 は、 古 代 か ら世 界 中 にあ る と 思 われ る が、

そ れ に つ いて の 一 般 的な 知 見 につ い て 調 べ 、その う え で特 に 、「 女 性 の外

見 」に 関 す る規 範 が 、現 在に 通 じる よ う な一 定 の「 型 」を確 立す る の は、

い つ 頃 、な ぜ な のか 。ま た 、本 研 究で は 、「 美魔 女 」と い う 概念 は 、女 性
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の 加 齢 に 伴う 美 の 再 定義 を 試 みる 一 方 で 、ジ ェ ン ダー 規 範 や 社会 的 期待

の 枠 組 み を再 構 築 す る機 能 を 果た し て い る の で は ない か と 考 える 。 すな

わ ち 、「 美 魔女 」は 、加齢 と と もに 社 会 的 役割 や 価 値 が 制 限 さ れる 中 年女

性 に 新 た な美 の 基 準 を提 供 し 、そ れ を 通 じて 社 会 的地 位 や 自 己実 現 の可

能 性 を 拡 張す る も の とし て 注 目さ れ る べ きで あ る 。 し か し 、 この 現 象の

裏 に は 、 年齢 ・ 性 別 に基 づ く 伝統 的 な 規 範の 維 持 や、 新 た な 消費 主 体と

し て の 中 年女 性 の 商 業的 利 用 とい っ た 問 題も 存 在 する 。 こ の よう な 矛盾

を 含 む 「 美魔 女 」 と いう 現 象 が、 な ぜ 日 本社 会 に おい て 生 ま れ、 一 定の

期間 支 持 され て き た のか を 解 明す る こ と は、現 代日 本 の ジェ ンダ ー 規 範、

消 費 文 化 、そ し て 中 年女 性 像 の再 評 価 に とっ て 重 要な 意 義 を 持つ 。 さら

に 、 本 研 究は 「 美 魔 女」 を 単 なる 個 別 的 な文 化 現 象と し て で はな く 、現

代 日 本 に おけ る 中 年 女性 の 存 在論 的 ・ 社 会学 的 意 義を 解 明 す るた め の切

り 口 と し て位 置 づ け る。「 美 魔 女」を取 り 巻く 現 象 を分 析 す る こと は 、ジ

ェ ン ダ ー と消 費 文 化 の交 錯 、 社会 的 規 範 と個 人 の 主体 性 の ダ イナ ミ クス

を 理 解 す るた め の 有 効な 枠 組 みを 提 供 す るも の で ある 。本研 究を 通 じ て、

現 代 日 本 社会 に お け る中 年 女 性の 役 割 や 価値 の 再 評価 を 試 み る 。  

(2) 先 行 研 究 の 検 討  

古 く か ら 、人 は 様 々 な方 法 で 身体 を 美 し くし よ う とし て き た が、 理想

と す る 美 しい 身 体 に 少し で も 近づ く た め 、自 身 の 外見 の 美 的 価値 を 少し

で も 高 め るた め に 、 自身 の 身 体に 対 し て 様々 な 行 為を 行 っ て きた 。 しか

も 、 女 性 は男 性 と 比 べて 自 己 の身 体 に つ いて 否 定 的な 感 情 を 抱き が ちで

あ る と 言 われ る 。 そ のた め 、 女性 が 男 性 より 身 体 美・ 外 見 美 の充 実 を図

ろ う と し てい る 。 現 代社 会 は 、あ る 意 味 で「 見 た 目」 が 他 者 より 優 位に

立 つ た め の手 段 と し て、 顕 在 化す る 時 代 であ る 。 さら に 、 近 年美 容 産業

は 急 速 に 拡大 す る こ とに と も ない 、「 美 」が交 換 可 能な 商 品 と して 流 通す
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る 傾 向 が 強ま っ て い る。 栗 田 （ 2015:516-533） に よる と 美 容 医療 や 美容

整 形 な ど 多様 な 美 容 投資 を 通 じて 理 想 と する 美 し い顔 や 体 を 追求 す る女

性 た ち が 増え て い る この よ う な現 象 に 対 して 、 ル ッキ ズ ム に よる 女 性の

生 き づ ら さを も た ら すと 多 く 批判 さ れ る 。  

こ の よ う に、 中 年 期 の女 性 は 自分 の 内 部 だけ で な く、 外 部 と の関 係に

お け る 「 若さ と 老 い 」と い う 葛藤 が 生 じ ると さ れ てい る 。 で は、 中 年期

に あ る 女 性は 、 な ぜ 「美 」 を 追い 求 め る 必要 が あ るの か 、 美 容整 形 など

外 見 加 工 を行 う こ と でど ん な 役割 を 果 た すの か 、 本研 究 は こ られ の 問い

を 解 明 し たい 。  

ま た 、 身 体社 会 学 を ベー ス に した 自 己 ア イデ ン テ ィテ ィ と 美 に関 する

研 究 と し て 谷 本 （ 2012:37-59）が 挙 げ ら れる 。 谷 本は 、 美 容 整形 希 望者

の 質 問 票 調査 と イ ン タビ ュ ー から 、 美 あ るい は 自 己の 身 体 に 対し て どの

よ う な 意 識が 新 た に 芽生 え て いる の か を 分析 し て いる 。 中 で も、 美 容実

践を あ く まで 「 自 分 の心 地 よ さ」 の た め に行 っ て いる と 語 る 女性 が 多い

が 、 そ の 「自 分 の 心 地よ さ 」 の背 後 に は 「他 者 」 の評 価 （ 他 者に 魅 力的

に 思 わ れ たい 願 い ） が含 ま れ てい る と 指 摘し て い る。 換 言 す れば 、 身体

を 「 変 え てい く こ と 」「 美 しく す る こと 」は 、「自 由 」 や「 自己 満 足 」や

「 自 己 決 定」 と し て 称揚 す る 向き も あ る が、 実 は 個人 に よ る 本当 の 自由

選 択 で は ない 。 と り わけ 、 自 発的 に お し ゃれ や 美 容に 従 事 し てい る よう

に 見 え て 、そ こ に 社 会規 範 の 力が 介 在 し 、自 分 や 他者 に よ る 監視 と いう

メ カ ニ ズ ムを 通 じ た 美的 労 働 （ Elias, Gill 2017:59-77） が 強い ら れて

い る 。 し かし 、 従 来 の美 容 実 践の 動 機 に 関す る 研 究は 、「社 会的 強 制 力」

と「 個 人的 な 経 験」の 二つ の 側 面の 議 論 が 中心 と な って き た（ 谷本  2017）

ため 、そ の 間に あ る「 相互 作 用 」に よ る 影響 に 関 する 議 論 が 欠け て い る。

さ ら に 、 日本 に お け る「 美 魔 女」 現 象 の 存在 と 、 それ が 社 会 が構 築 する
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価 値 観 や 女性 美 と の 関係 性 に 着目 し た 研 究は 少 な い 。  

も う 一 つ は、 容 姿 が 労働 市 場 での 成 果 か ら美 容 の 役割 を 議 論 する 方向

で あ る 。 なか で も 、 資本 と し ての 容 姿 の 役割 を 強 調す る 経 済 主義 的 見方

が 注 目 を 集め て い る 。た と え ば  Hamermesh(2015:254)は 、 美 を希 少 で取

引 可 能 な もの と し て 扱う 「 美 の経 済 学 」 の立 場 か ら、 教 育 や 職歴 な どの

要 因 が 与 える 影 響 を 考慮 し て も 、容 姿 が「 平均 よ り 上の 人 」は  「 平均 の

人 」 ゃ 「 平均 よ り下 の人 」 に 比べ て 収 入 が高 い こ とを 明 ら か にし た 。 さ

らに 、小 林（ 2020:248）は 、合理 的 選 択 理論 を 用 いて 、「 美 をめ ぐ る 因果

関 係 」 に つい て 論 じ た 。 美 容 を向 上 さ せ るた め の 活動 を 通 じ て美 容 資本

に 多 く 投 資す る 人 ほ ど、 多 く の美 容 資 本 が蓄 積 さ れる た め 、 恵ま れ た家

族 形 成 、高 い 地位 達 成、豊 かな well-being と い う形 で 回 収 する 、それ は

人 々 の ラ イフ チ ャ ン スを 大 き く規 定 す る と指 摘 し てい る 。 こ のよ う に、

「 美 」 を 資本 と み な す上 記 の 研究 は 、 ジ ェン ダ ー の研 究 と 異 なる 視 点か

ら 、 美 容 によ る エ ン パワ ー メ ント の 可 能 性を 論 じ てい る 。 し かし 、 美容

投 資 の 格 差問 題 、 美 容投 資 が もた ら す 代 償の 問 題 につ い て 議 論に 組 み込

ま れ て い ない 。  

さ ら に 、 前川 （ 2005:129-142）は 、 体 型 不 満 や 痩 せ願 望 に 何 が影 響を

及 ぼ す の かに つ い て 、個 人 的 要因 と 社 会 文化 的 要 因の 側 面 か ら検 討 して

い る が 、 その 結 果 、 他者 か ら の「 体 型 に 関す る 指 摘」 は 直 接 「 体 型 に関

す る 不 満 」に 影 響 を 与え て い る と し 、「 痩せ 願 望 」に つ い て は 、「 痩身 に

対 す る 価 値観 」「メ ディ ア の 影響 」「友 人の 痩 せ 志向 」 が 影 響力 を 持 って

い る と 指 摘し て い る 。こ の よ うに 、 身 体 加工 行 動 を含 む 美 容 実践 は 社会

規 範 ま た は異 性 、 友 人な ど 周 りの 他 者 か ら押 し 付 けら れ た 部 分が 多 いと

し て 捉 え るこ と が で きる 。 ま た、 女 性 雑 誌な ど の メデ ィ ア が 女性 の 深層

心 理 や 、 美し さ の 価 値基 準 の 形成 に 影 響 を及 ぼ す こ と に つ い ての 検 討が
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必要 と な ろう 。  

上 記 の 先 行研 究 を 概 観す る と 、 女 性 に お ける 「 美 」の 価 値 意 識 は 、社

会 や 男 性 など 複 合 的 な他 者 と の関 わ り の 中で 形 成 され る も の であ る と言

える 。 そ して 、 中 年 女性 に と って 外 見 の 美醜 は 重 要な こ と で あり 、 女性

に と っ て 外見 を 磨 く こと は 満 足感 と 楽 し さを 与 え てく れ る も のだ と も言

え る だ ろ う 。な ぜ 日 本に お け る「 40 代女 性（主 と し て結 婚・出産 を 経 た

女 性 ）」は 見た 目 に こだ わ る のか 。あ る いは 、こだ わ らざ る をえ な く なっ

た の か 。 この よ う な 意識 の 変 化は 、 メ デ ィア に よ る影 響 と の 関わ り があ

る と 思 わ れる 。 マ ス メデ ィ ア の発 達 と そ の普 及 に 伴い 、 情 報 化社 会 が出

現 し た こ とに よ っ て 、女 性 に 関す る 情 報 も年 々 そ の数 を 増 し 、女 性 たち

は メ デ ィ アか ら い ろ いろ な 情 報を 得 、 女 性に 対 す るイ メ ー ジ を自 然 と獲

得 し て い る。 井 上 （ 1995） は メデ ィ ア が 描く 女 性 像に は 、 そ の時 代 のそ

の 社 会 が 期待 す る 、 女性 の 姿 形や 生 き 方 や、 あ る いは 「 女 ら しさ 」 とい

っ た 、 女 性に つ い て の規 範 が 表現 さ れ て いる と 指 摘し て い る 。モ デ ルや

女 優 と い った 綺 麗 で 魅力 的 な 女性 を 使 っ て化 粧 品 や日 用 品 な どを 広 告、

テ レ ビ と いっ た 様 々 なメ デ ィ アで い か に もそ う な るか の よ う な宣 伝 を行

な っ て い る。 一 方 、 容姿 (見た 目 )に よ る 差別 、 外 見で 価 値 判 断の 段 階に

ま で 至 っ た外 見 至 上 主義 の こ とを 「 ル ッ キズ ム 」 と呼 ば れ て いる 言 葉が

話 題 に な り、 本 研 究 では 「 ル ッキ ズ ム 」 とい う 概 念を 用 い て 、日 本 にお

け る 美 魔 女に 対 す る 当時 と 発 展を 主 に 、 現代 社 会 まで の 美 変 遷や 動 向を

明 ら か に し、 文 献 調 査を 通 し て日 本 の 女 性の 外 見 に対 す る 考 え方 や メデ

ィ ア が 読 者に 及 ぼ す イ メ ー ジ に関 す る 影 響を あ き らか に す る こと を 目的

と す る 。  

(3) 研 究 の 方 法 と 構成  

本 稿 は 日 本の 中 年 女 性に 焦 点 を当 て 、 美 容意 識 、 美魔 女 と し ての アイ



8 
 

デ ン テ ィ ティ 、 美 容 市場 へ の 参加 、 社 会 的文 脈 の 違い に つ い て研 究 を行

い 、中 年 女性 の 身 体 美・容 姿 美の 歴 史 や 経緯 を 追 う。特 に、「美 魔 女 」と

い う 現 象 を、 日 本 社 会に お け る中 年 女 性 像の 変 遷 やル ッ キ ズ ムの 台 頭、

そ し て 経 済的 ・ 文 化 的要 因 と いっ た 多 面 的な 観 点 から 分 析 す る。 具 体的

に は 、「 美 魔女 」と い うカ テ ゴ リー が ど の よう に 成 立し 、ど の よう な 社 会

的 ・ 経 済 的文 脈 の 中 で支 持 さ れて い る の かを 明 ら かに す る こ とを 目 的と

す る 。この 分 析を 通 じて 、「 美 魔女 」と い う現 象 が 単な る 消 費 文化 の 一 端

で は な く 、日 本 社 会 にお け る 中年 女 性 の 位置 づ け や美 魔 女 と 健康 ・ 美容

産 業 に 包 囲さ れ る 社 会 の 関 係 のあ り 方 に 目を 配 る。そ し て、「 美容 産 業（ 市

場 ） は 、 身体 を め ぐ る文 化 的 価値 観 の 影 響を 受 け る」 と い う 点に つ いて

検 討 す る。「身 体 を めぐ る 文 化的 価 値 観 」＝「 社 会 的に 好 ま しい と さ れる

外 見 」 は 、古 代 か ら 世界 中 に ある と 思 わ れる が 、 それ に つ い ての 一 般的

な 知 見 に つい て 調 べ 、そ の う えで 特 に、「女 性 の 外見 」 に 関 する 規 範 が、

現 在 に 通 じる よ う な 一定 の 「 型」 を 確 立 する の は 、な ぜ な の かを 明 らか

に す る 。  

ま た 、 本 稿で は 、 日 本に お け る美 魔 女 の 定義 、 ル ッキ ズ ム 市 場、 そし

て 中 年 女 性の 美 に 対 する メ デ ィア の 表 象 と社 会 的 影響 に 焦 点 を当 て 、こ

れ ら の 要 素が 中 年 期 の女 性 の 美意 識 に 及 ぼす 影 響 を研 究 す る 。さ ら に、

「 現 代 日 本の 美 容 市 場に お け る美 魔 女 の 登場 は 、 ルッ キ ズ ム と関 係 があ

る の で は ない か 」 に つい て 考 察す る 。  

以 上 に 基 づい て 、 本 稿で は 五 つの 部 分 に 分け て 研 究す る 。 第 一部 分は

中 年 女 性 とい う カ テ ゴリ ー を 社会 的・文 化的 に 定 義す る 。「 オ バタ リ ア ン」

言 説 に 注 目し 、 中 年 女性 に 対 する ス テ レ オタ イ プ 的な イ メ ー ジの 形 成過

程 を 考 察 した 上 で、 2000 年 代以 降 の「 美 魔女 」の登 場 が どの よう に 新 た

な 中 年 女 性像 を 形 作 った の か を分 析 す る 。第 二 部 分は 日 本 に おけ る 女性
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の 社 会 進 出の 歴 史 的 背景 を 踏 まえ 、 中 年 女性 が 新 たな 市 場 の 担い 手 とし

て 注 目 さ れる よ う に なっ た 理 由を 検 討 す る。 こ の 章で は 、 中 年女 性 とい

う カ テ ゴ リー が 消 費 市場 に お いて ど の よ うに 位 置 づけ ら れ て いる か を明

ら か に す る。 第 三 部 分は ル ッ キズ ム （ 外 見主 義 ） とい う 概 念 を紹 介 し、

そ の 影 響 が日 本 社 会 と中 年 女 性の 美 容 実 践に ど の よう に 関 わ って い るの

か を 探 る 。第四 部 分 は 、美 魔 女 を支 え る 経済 的・政 治的 文 脈 を検 討 す る。

具 体 的 に は、 健 康 ・ 美容 産 業 やフ ィ ッ ト ネス 、 美 容医 療 、 美 容家 電 産業

と い っ た 市場 の 拡 大 、高 齢 化 政策 と ア ン チエ イ ジ ング 市 場 の 成立 、 さ ら

に は 雑 誌 メデ ィ ア に おけ る 「 美魔 女 」 の 世代 論 に つい て 分 析 する 。 第五

部 分 は 、 美魔 女 と い う現 象 が もた ら す 社 会的 ・ 文 化的 な 意 味 を再 検 討す

る 。「 痛 い 存 在」と して の 美 魔女 が 抱 え る「 若 さ」と「年 相 応」の ダブ ル

バ イ ン ド 、衒 示 的 消 費に よ る 女性 の ホ モ ソー シ ャ リテ ィ の 場 とし て の美

魔女 空 間、そ して ア クタ ー ネ ット ワ ー ク 理論（ ANT）を 通じ た 美魔 女 の 存

在 論 的 な 理解 を 試 み る。 最 後 は本 論 文 の 結論 を ま とめ た 。  

 

第１章  「中年女性」の存在論  

(1) 中 年 女 性 と い うカ テ ゴ リ ー  

「 中 年 女 性」 と い う カテ ゴ リ ーに つ い て 説明 す る 。  

 中 年 女 性と は 、一 般的 に 40 歳 か ら 50 代半 ば ぐ らい ま で の 女性 を 指 し、

こ の 年 齢 層の 女 性 は 、日本 の 女 性人 口 の 約 12.5％を 占 め て おり 、社 会的

に も 経 済 的に も 重 要 な役 割 を 果た し て い る 。 ま た 、中 年 期 は 多く の 人々

に と っ て 人生 の 大 き な転 換 点 とな る 時 期 であ り 、家 庭 や 仕事 、健康 な ど、

さ ま ざ ま な面 で 変 化 や挑 戦 に 直面 す る こ とが 多 い とさ れ て い る（表 1-1）。 
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表 1-1 年 齢５ 歳 階 級・ 男 女 別（ 日 本 人 人口 ）  

厚 生 労 働 省 大 臣 官 房 統 計 情 報 部 、"平 成 ２ ０ 年 人 口 動 態 統 計 月 報 年 計（ 概 数 ）の 概 況

"、 厚 生 労 働 省 。  

h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / j i n k o u / g e p p o / n e n g a i 0 8 / s a n k o u 3 . h t m l  

 
 

し か し な がら 、40 代 の女 性 に とっ て は 、体や 心 に 様々 な 変 化 を感 じ る

こ と が 多 い時 期 で あ る。外 見的 な 加 齢現 象が よ り 顕著 に な る こと に 加 え、

45～ 55 歳頃 に ホ ル モン バ ラ ンス の 乱 れ から 、不 眠 、頭 痛 、倦怠 感 、ほて

り 、 寝 汗 など 様 々 な 症状 を 伴 う更 年 期 障 害、 す な わち 「 更 年 期症 候 群」

を 経 験 す るこ と に な る  。  

生 物 的 な 観点 か ら 見 れば 、 中 年期 に な る と、 女 性 たち の 若 さ が消 えて

き て 、 美 しい 感 じ も 薄く な っ てき た の が 一般 的 な 生理 的 な 変 化で あ る。

そ の 原 理 につ い て 、 渡邉 映 理 （ 2013） に よれ ば 、 スト レ ス ホ ルモ ン 系と

性 ホ ル モ ン系 は 、 中 年期 の 女 性美 に 影 響 を及 ぼ す 重要 な 要 因 であ る 。ス

ト レ ス ホ ルモ ン で あ るコ ル チ ゾー ル は 、 慢性 的 な スト レ ス 状 態に あ ると

肌 の 健 康 を損 ね 、シ ワや ニ キ ビな ど の 肌 トラ ブ ル を引 き 起 こ す。同 時 に 、

ス ト レ ス は食 欲 や 食 事習 慣 に 影響 を 与 え 、体 重 の 変化 を 招 く こと で 体型

や 外 見 に も変 化 を も たら す 。 性ホ ル モ ン であ る エ スト ロ ゲ ン とプ ロ ゲス

テ ロ ン は 、中 年 期 に 変化 し 、 肌の 弾 力 性 やハ リ 、 髪の 質 感 に 影響 を 与え
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る 。 こ れ らの ホ ル モ ンの 変 化 は、 肌 の 乾 燥や シ ワ 、髪 の 薄 毛 など の 外見

上 の 変 化 と関 連 し て いる 。 さ らに 、 こ れ らの ホ ル モン は 心 理 的な 側 面に

も 影 響 を 及ぼ し 、 心 地よ い 気 分や 自 己 評 価と 外 見 に自 信 を 持 つこ と が関

連 し て い る。 更 年 期 に伴 う 健 康上 の 問 題 は、 ホ ル モン の 変 動 が直 接 的な

原 因 と し て挙 げ ら れ るこ と が 多い 。 し か し、 そ の 背景 に は 心 理社 会 的な

要 因 も 深 く関 与 し て いる と 考 えら れ る 。 例え ば 、 子供 の 独 立 や配 偶 者と

の 関 係 の 変化 、 さ ら には 社 会 的役 割 の 移 行や 日 常 の活 動 内 容 の変 化 など

が 、 更 年 期の 女 性 の 心身 の 健 康に 多 大 な 影響 を 及 ぼし て い る との 見 解も

存 在 す る。つ まり 、女性 た ちは 40 代に 入る と 、生 理 的な 原 因で 若 さ を保

つ こ と が 難し く な り 、外 見 が 徐々 に 年 を 取る の が 普通 の 傾 向 であ る 。 加

齢 に よ る 容姿 の 衰 え は、 生 物 学的 に は 自 然な 現 象 なの で あ る 。  

中 年 女 性 の自 己 認 識 は、 性 別 の特 徴 だ け でな く 、 社会 的 期 待 にも 影響

さ れ る 。 長い 家 父 長 制の 文 化 的伝 統 に よ り、 女 性 は男 性 の 後 ろに 控 え、

献 身 的 な 役割 を 引 き 受け る こ とが 求 め ら れ、 こ れ は世 代 か ら 世代 へ と再

生 産 さ れ てい る 。 男 女不 平 等 の社 会 的 ・ 文化 的 メ カニ ズ ム に よる 男 児選

好 は 、 技 術進 歩 の 文 脈で の 男 児選 好 に つ なが り 、 女性 の 自 立 意識 の 不足

が 社 会 的 偏見 と 差 別 を悪 化 さ せて い る  。  

さ ら に 、 多く の 研 究 が示 す と おり 、 一 般 的に 中 年 女性 は 家 族 内で 子ど

も や 高 齢 者の 介 護 を 担当 し 、 同様 に 高 齢 女性 は 配 偶者 や 孫 の 介護 を 主に

行 っ て い る。 こ の 現 象は 、 家 庭内 の 男 女 不平 等 の 現れ で あ り 、社 会 の急

速 な 変 化 にも か か わ らず 、「 良妻 賢 母 」と いう 中 年 女性 の 固 定 観念 は 変わ

っ て い る が、男女 間 の競 争 が 激し さ を 増 す中 、女性 は 時折 、「 女性 は 家 に

帰 る 」 と いう 古 い イ デオ ロ ギ ーに 縛 ら れ る。 一 部 のメ デ ィ ア は、 保 守的

で リ ス ク の少 な い 一 枚岩 の 女 性像 を 宣 伝 し、 こ れ には 性 差 別 が組 み 込ま

れ て お り 、女 性 の 行 動や 成 長 、価 値 観 を 制限 し て いる 。  



12 
 

こ の 考 え 方 を 表 わ す 例 と し て 、 か つ て の 「 女 性 ＝ ク リ ス マ ス ケ ー キ 」

言 説 が あ る 。 こ の 言 説 で は 、「 女 性は 24 歳ま で に 結婚 す べ き であ り 、そ

れ を 過 ぎ ると 価 値 が 下が り 、 25 歳 以 降は『 売れ 残 り 』と さ れ る 」と い う

偏 っ た 価 値観 が 広 く 信じ ら れ てい た 。 こ の 言 説 の 背景 に は 、 女性 の 価値

を 若 さ や 生殖 能 力 に 基づ い て 評価 す る 性 別役 割 観 があ っ た 。 特に 高 度経

済 成 長 期 の日 本 で は 、女 性 は 結婚 し 、 子 供を 産 み 、家 庭 を 支 える こ と で

「 一 人 前 」と さ れ 、 家庭 の 外 での 活 躍 や 個人 と し ての 自 立 は 軽視 さ れが

ち だ っ た と 同 様 に、「結 婚 して 子 供を 持 って 一 人 前」とい う 価値 観 も、中

年女 性 が 若さ を 失 っ た後 の 生 き方 を 制 限 して き た 。結 婚 や 出 産が 女 性の

人 生 の ゴ ール で あ る かの よ う に語 ら れ、それ を 達 成で き な か った 女 性 は、

社 会 的 な 評価 や 承 認 を得 る 機 会を 奪 わ れ るこ と が 多か っ た 。 これ ら の価

値 観 の 影 響に よ り 、 中年 女 性 は社 会 的 に も文 化 的 にも 「 役 割 を終 え た存

在 」 と 見 なさ れ 、 自 己実 現 や 「美 」 の 追 求が 認 め られ る 余 地 はほ と んど

な か っ た 。 つ ま り 、 従来 、 中 年に 入 っ た 女性 は も はや 「 美 」 で評 価 すべ

き 年 齢 層 の対 象 で は なか っ た ので あ る 。 すな わ ち 、中 年 女 性 は生 理 学的

に は 更 年 期を 経 た 閉 経後 の 女 性が 想 定 さ れて お り 、そ の た め に男 性 の性

的 欲 望 の 対象 か ら は 除外 さ れ てい た 。 性 の欲 望 の 対象 は 、 結 婚を 前 提と

し な い 場 合で も 、 基 本的 に は 出産 可 能 な 女性 が 対 象と な っ て いた の であ

る 。 そ こ から 、 中 年 に入 っ た 女性 は も は や「 美 」 で評 価 す べ き年 齢 層の

対 象 で は なか っ た 。  

(2) オ バ タ リ ア ン 言説  

日 本 に お いて 中 年 女 性の 表 象 は、 時 代 背 景や 社 会 的価 値 観 に 深く 影響

さ れ な が ら変 遷 し て きた 。 特 に「 オ バ タ リア ン 」、「美 魔 女 」 とい う 二つ

の 代 表 的 な 中 年 女 性 表象 は 、 対照 的 な 価 値観 と 文 化的 背 景 を 映し 出 して

い る 。 オ バタ リ ア ン の表 象 を 通じ て 、 比 較検 討 す るこ と で 、 現在 の 美魔
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女 現 象 の 影響 を 見 る ため の 切 口の 一 つ と なり 得 る 。  

中 年 女 性 には 、美 魔 女に 先 行 する １ つ の メデ ィ ア 表象 が あ っ た。「 オバ

タ リ ア ン 」で ある 。 1980 年 代後 半 に 登 場し た「 オ バ タリ ア ン 」は 、中年

女 性 に 対 する 批 判 的 な視 線 を 象徴 す る 言 葉で あ る。こ の 語は「 おば さ ん」

と ゾ ン ビ 映画 『 バ タ リア ン 』 のタ イ ト ル を組 み 合 わせ た 造 語 であ り 、公

共 空 間 で「 厚 かま し い」「 図 々 しい 」と さ れる 行 動 をと る 中 年 女性 を 揶 揄

す る た め に使 わ れ た 。オ バ タ リア ン た ち の特 徴 か ら言 え ば 、 藤岡 和 賀夫

（ 1992:40-43）は 、「 彼女 た ち は、戦後 の 何と か の 難を 知 っ て いる 最 後 の

世 代 だ っ た 。食 糧 難 、住 宅難 な どで あ る 。そ れだ け でな く 、ほと ん ど は、

明 治 の 女 を母 親 に 持 って し つ けら れ て き たか ら 、 青春 時 代 も そん な に羽

目 に は ず すこ と は な く、 嫁 し ては 夫 第 一 、家 庭 第 一と 、 一 身 を犠 牲 にし

て つ と め てき た の だ 。そ れ が 五十 代 に し てよ う や くゆ と り を 持つ の であ

る 。 体 形 に似 合 わ な い服 装 、 とっ て つ け たお し ゃ れ、 そ う し た個 人 的な

フ ァ ッ シ ョン セ ン ス はも と よ りだ が 、 ム レを な し て街 な か で 通せ ん ぽな

し た り 、 大き な 笑 い 声を レ ス トラ ン 一 杯 にと ど ろ かせ た り 、 バー ゲ ン会

場 で 商 品 台を ひ と り 占め に し たり と 、 臆 面も な い 行動 が 目 立 った か らで

も あ る 。」 と 述 べて いる 。  

1989 年 、日 本 は 昭 和か ら 平 成へ 時 代 の 呼称 は 変 わっ て 、 経 済・ 技 術・

文 化 全 て が 著 し く 発 展し 、 そ れに 伴 い 人 々の 生 活 や価 値 観 も 大き く 変わ

っ た 時 代 とい え る。その 中 で 新時 代 を 占 める 平 成 新語 の 特 徴 から 見 れ ば、

女 性 や 家 庭に ま つ わ るも の に 関連 し た 言 葉が 目 立 ち、「 オバ タリ ア ン」、

「 オ バ ン チュ ー ル 」 など の 新 語、 造 語 が 続々 と 生 まれ た 。  

阿 奈 井 文 彦（ 1989:45）によ る と 、オ バ タリ ア ン とは「 ホ ラ ー映 画『バ

タ リ ア ン 』と お ば さ んの 合 成 語。 何 回 倒 して も 消 えな い 死 霊 のよ う に、

し ぶ と く 厚か ま し く て他 人 の 迷惑 を 考 え ない 中 高 年女 性 を さ す。 電 車の
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中 で 座 席 に少 し で も すき 間 が あれ ば 無 理 やり 座 っ てし ま う オ バサ ン など

が そ の 典 型 。堀 田 か つる 四 コ マ漫 画『 オ バタ リ ア ン 』か ら 出 た。」と定 義

さ れ て い る （ 図 1-1）。  

 

 

図 1-1 オバ タ リ ア ンイ メ ー ジ  

h t t p s : / / a m e b l o . j p / s o f i a m i l a n o / e n t r y - 1 2 7 8 6 1 1 0 3 4 8 . h t m l（ 2 0 2 4 年

1 2 月 2 7 日 最 終 閲 覧 ）  

h t t p s : / / a m e b l o . j p / i c h i k i r a / e n t r y - 1 2 8 3 9 5 6 5 0 4 9 . h t m l（ 2 0 2 4 年 1 2

月 2 7 日 最 終 閲 覧 ）  

 

藤 岡 和 賀 夫は 、「 平 成景 気 は バブ ル を 生 み出 し 、バ ブル の 崩 壊と と もに

終 わ っ た とい う の が 世間 の 常 識だ が 、 見 落と し て なら な い の は、 俗 に言

う 『 オ バ タリ ア ン 』 現象 の 花 を開 か せ た こと で あ る 」 と 述 べ てい る 。  

ま た 、「 オバ タ リ ア ンは 一 九 八九 年 度 流 行語 大 賞 を受 賞 し 、時代 を 象徴

す る 人 間 像と な っ た 。オ バ タ リア ン は 恐 怖の 存 在 だ ！ 彼 女 た ちの 出 没す

る と こ ろ 、人 々 は 眉 をひ そ め 、迷 惑 に 耐 え、 い ら いら を 押 さ えな け れば

なら な い。」 と 藤竹 尭 （ 1990:45-50） は 指摘 し て いる 。  

藤 竹 尭 は さら に 、「 オバ タ リ アン 」と い う言 葉 に は、単な る 加齢 の 揶 揄

を 超 え て 、精 神 的 ・ 社会 的 な 醜悪 さ へ の 皮肉 が 込 めら れ て い ると 指 摘し
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て い る 。彼 女 た ちの 行動 は 、社 会 的 な迷 惑行 為 と 見な さ れ る こと が 多 く、

人 々 に 不 快感 を 与 え る存 在 と して 描 か れ てい た 。 この よ う な ネガ テ ィブ

な 表 象 は 、消 費 社 会 の担 い 手 であ る 中 年 女性 を 批 判的 に 捉 え る社 会 的風

潮 を 反 映 して い る 。  

上 記 の 指 摘か ら 、 オ バタ リ ア ンた ち に 代 表さ れ る 行動 様 式 は 、当 時の

日 本 社 会 の中 で 、 中 年女 性 の 特質 と も 言 える 。 中 年女 性 の 身 勝手 さ 、無

神 経 で 自 己中 心 的 で 、ダ サ い 中年 女 性 で ある 。  

こ の よ う に 日 本 で は 、「 オ バタ リ ア ン」、「 オバ ン」、「オ カ ン 」など の 言

葉 が 広 く 流布 し て い た時 代 が 長く あ っ た と思 わ れ るの だ が 、 その 理 由と

し て は 、ま ず 、中年 女性 は か つて「 性 的 魅力 を 失 った 存 在 」と見 な さ れ、

社 会 的 に も評 価 さ れ る機 会 が 限ら れ て い た。 し か し、 消 費 社 会の 成 熟と

と も に 、彼 女 た ちは 新た な 役 割を 果 た し 始め た 。例 え ば、「オ バタ リ ア ン」

は 自 己 中 心的 な 行 動 の象 徴 と して 批 判 さ れた 一 方 で、 消 費 の 担い 手 とし

て 経 済 を 支え る 存 在 でも あ っ た。  

そ し て 、 オバ タ リ ア ンと は 、 主に 専 業 主 婦と し て 家庭 を 支 え てき た中

年 女 性 た ちを 象 徴 す る表 現 で あり 、 彼 女 たち が 「 図々 し い セ ンス が ない

中 年 女 性 のイ メ ー ジ 」を 見 出 す姿 を 描 い てい る 。 その 「 オ バ タリ ア ン表

象 」 と は 、過 度 な ス トイ ッ ク な自 己 規 制 を放 棄 し 、自 分 な り の安 ら ぎを

求 め る 生 き方 に ほ か なら な い 。例 え ば 、 安い ス ー パー マ ー ケ ット と いっ

た 場 所 は 、日 常 生 活 の中 で 安 心を 得 ら れ る場 と し て彼 女 た ち に受 け 入れ

ら れ て い た。  

そ の 一 方 で、 オ バ タ リア ン は 「セ ン ス に 欠け る 服 装」 や 「 体 形に 合わ

な い フ ァ ッシ ョ ン」とい っ た 点で 批 判 的 に語 ら れ るこ と も 多 い。し かし 、

こ れ ら の 特徴 こ そ が 、彼 女 た ちの 「 ら し さ崩 れ 」 を反 映 し て いる 。 社会

か ら 期 待 され る「 良 き妻 で 良 き母 」と し ての 役 割 や、「 キ ャ リア ウ ー マン
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を 目 指 せ 」と いっ た プレ ッ シ ャー に 疲 れ た女 性 た ちが 、「 い っそ オ バ タリ

ア ン に な って し ま お う」 と い う選 択 肢 を 選ぶ こ と は、 彼 女 た ちに と って

の 「 安 心 の極 み 」 で あっ た 。  

(3) 「 美 魔 女 」 の 登場  

「 美 魔 女 」は、「 オ バタ リ ア ン 」と は 対 照的 な 中 年女 性 表 象 であ る 。堀

江（ 2015）に よ れば 、現 代日 本 の「 美魔 女 」概念 は 、 2009 年 後期 に 月 刊

誌 『 ス ト ーリ ー 』 と 『美 ス ト ーリ ー 』 の 編集 長 ・ 山本 由 樹 に より 創 出さ

れ た も の であ る 。「 美魔 女 」 とは 、「中 高年 女 性 が年 齢 を 重 ねて も 美 しく

輝 き 、 若 々し さ を 保 つ、 女 性 とし て の 美 しさ や 美 貌、 女 性 的 な魅 力 を兼

ね 備 え た 女性 の こ と 」と さ れ る。 綺 麗 に なる た め の努 力 を し た専 業 主婦

と 45 歳女 性 が 美容 に投 資 す る傾 向 に 着 目し た 山 本は 、「美 魔女 」 と いう

言 葉 を 考 案し 、2010 年 11 月に は、「 第一 回国 民 的 美魔 女 コ ン テス ト 」を

開 催 し 、35 歳 以上 の 女性 を 対 象に し た。この イ ベ ント 名 は「 国民 的 美 少

女 コ ン テ スト 」を も じっ た も ので あ る（ 図 1-2）。こ の 言 葉は 、日本 の テ

レ ビ 番 組 や雑 誌 な ど で使 わ れ るよ う に な り、 そ の 後、 メ デ ィ アに よ る取

材 や 紹 介 が増 え 、 一 般に も 広 がっ て い っ た。  

 

 

図 1-2 『 第 1 回 国 民的 美 魔 女コ ン テ ス ト』 グ ラ ンプ リ  草 間淑 江  44

歳  美 魔女  Beauty days 
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図 1-3 『美 STORY』 2009 年 11 月 の 目 次  

 

平 松 隆 円（ 2013）に よれ ば 、「 美 魔女 」とは 、実 年齢 よ り も 若々 し さ を

感 じ さ せ る外 見 や 行 動、そ して 若 い 世代 の価 値 観 や消 費 者 意 識を 理 解 し、

流 行 の 変 化を 受 け 入 れる 柔 軟 性を 持 ち な がら 、 自 然で 優 雅 に 年齢 を 重ね

る 姿 勢 を 持つ 女 性 を 指す 。 彼 女た ち は 定 期的 な エ クサ サ イ ズ や体 の 手入

れ を 行 い 、体 型 や 肌 の状 態 を 整え る だ け でな く 、 若い 心 を 保 ち、 常 に新

し い こ と に興 味 を 持 ち、 好 奇 心が 旺 盛 で ある 。  

一 方 で 堀 江珠 喜（ 2015）は 、「美 魔 女 」の 起源 を 古 代の 美 容 術 に見 出 せ

る と し 、 美容 術 が 女 性に と っ て重 要 な 技 術で あ っ たと 指 摘 し てい る 。現

代 の 「 美 魔女 」 は 、 美容 技 術 を用 い て 「 アン チ エ イジ ン グ 」 の象 徴 とな

り 、 年 齢 を感 じ さ せ ない 美 し さを 追 求 す る存 在 と して 認 識 さ れて い る。

また 、鈴 木（ 2006:210）の 研 究 によ る と 、 40 歳 を過 ぎ て も美 しさ を 追 求

す る 女 性 が増 え て お り、 雑 誌 やメ デ ィ ア がそ の 現 状を 後 押 し して い る。

こ れ に よ り、 女 性 た ちは 「 美 しさ 」 を 目 指し 続 け なけ れ ば な らな い とい

う 文 化 的 プレ ッ シ ャ ーに さ ら され て い る 。「美 魔 女」た ちは 、外見 の 魅力

を 高 め る こと で 自 信 や社 会 的 適応 感 を 得 るだ け で なく 、 心 理 的安 定 感を

促 進 す る ため に も 美 容行 為 に 取り 組 ん で いる と も 言え る 。  

さ ら に 、 美魔 女 は 流 行語 だ け にと ど ま ら なか っ た 。 美 魔 女 た ちは 書籍
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を 刊 行 し、「 チ ーム 美魔 女 」 とい う 名 称 で CD デビ ュ ー を果 た し 、 毎 年開

催 さ れ て いる 「 国 民 的美 魔 女 コン テ ス ト 」は 現 在 も継 続 し て いる 。 さら

に 、 美 魔 女コ ン テ ス トの グ ラ ンプ リ は 書 籍を 出 版 して お り 、 この こ とか

ら 「 美 魔 女」 と い う 概念 が 社 会に 与 え る 影響 力 が ある こ と が 明ら か にな

っ て い る 。  

 「 オ バ タリ ア ン 」 から 「 美 魔女 」 ま で に、 日 本 では 中 年 女 性を め ぐっ

て 、 ど の よう な 変 化 が起 き た ので あ ろ う か。  

 

第２章  日本における女性の社会進出：前提１  

以 下 で は まず 、美 魔 女登 場 の 前提 を 、「 女性 の 社 会進 出 」と 、それ に よ

る「 中 年 女性 の 消 費 者カ テ ゴ リー と し て の確 立 」 から 説 明 す る。  

(1) 日 本 に お け る 女性 の 社 会 進 出  

日 本 に お ける 女 性 の 社会 進 出 は、 戦 後 の 経済 復 興 期を 皮 切 り に徐 々に

進 展 を 見 せた 。特 に 高度 経 済 成長 期 の 1970 年代 以 降 、労働 力不 足 を 補う

形 で 女 性 の就 業 が 奨 励さ れ 、 女性 の 社 会 的役 割 が 広が っ た 。 しか し なが

ら 、こ れら の 進 展は 量的 拡 大 に留 ま り、質的 改 善 にま で は 至 らな か っ た。

職 業 選 択 の自 由 や 昇 進の 機 会 、さ ら に は 労働 環 境 にお け る 性 別に よ る差

別 と い っ た根 深 い 構 造的 問 題 が、 依 然 と して 女 性 の社 会 的 地 位向 上 を阻

む 要 因 と なっ て い る 。  

こ の よ う な現 状 を 裏 付け る デ ータ と し て 、世 界経 済 フォ ー ラ ム（ World 

Economic Forum）が 発表 し た「 ジ ェ ンダ ーギ ャ ッ プ指 数（ Global Gender 

Gap Index） 2024」が挙 げ ら れる 1。こ の指 数 は 、経 済 、教 育 、医療 、政

 
1  K u s u m  K a l i  P a l、K i m  P i a g e t、S a a d i a  Z a h i d i、"ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ・レ ポ ー ト  2 0 2 4 "、

2 0 2 4 - 6 - 1 1、 世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム 。  

h t t p s : / / j p . w e f o r u m . o r g / p u b l i c a t i o n s / g l o b a l - g e n d e r - g a p - r e p o r t - 2 0 2 4 /（ 2 0 2 5 年 1 月

2 日 最 終 閲 覧 ）  
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治 の 4 分 野 に お け る 男 女 格 差 を 測 定 し た も の で 、 日 本 の 総 合 ス コ ア は

0.663（昨 年は 0.647）、 順 位は 146 か 国 中 118 位 （昨 年は 125 位 ） と、

わ ず か に 改善 し た も のの 依 然 とし て 低 位 に甘 ん じ てい る（ 表 2-1）。ま た、

各 分 野 に おけ る 詳 細 な順 位 を 見る と 、 日 本は 経 済 や政 治 と い った 重 要分

野 に お け るジ ェ ン ダ ー平 等 の 達成 に お い て大 き く 立ち 遅 れ て いる こ とが

浮 き 彫 り にな る（表 2-2）。国際 的 な 水準 と比 較 す ると 、日本 国内 の 取 り

組 み は 一 見進 展 し て いる よ う に見 え る も のの 、 か なり 立 ち 遅 れて い る と

も 言 え る 。  

 

表 2-1 GGI（ 2024） 上位 国 及 び主 な 国 の 順位  

世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム 発 表 「 ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ 指 数 2 0 2 4」、 2 0 2 4 - 6 - 2 0、 T o t t o r i  C i t y  

O f f i c i a l  S i t e。  

h t t p s : / / w w w . c i t y . t o t t o r i . l g . j p / w w w / c o n t e n t s / 1 7 1 8 7 7 1 0 0 0 3 9 0 / i n d e x . h t m l（ 2 0 2 5 年 1

月 2 日 最 終 閲 覧 ）  

 

 

表 2-2 各分 野 に お け る 日 本 のス コ ア と 順位  
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つ ま り 、 日本 に お い て、 女 性 の社 会 進 出 が進 ん で いな い 部 分 があ る一

方 で 、 市 場の 観 点 か ら見 る と 中年 女 性 が 重要 な タ ーゲ ッ ト と して 位 置づ

け ら れ て いる 点 は 注 目に 値 す る。 中 年 女 性は 多 く の分 野 で 主 な消 費 者と

し て 認 識 され て お り 、こ の 層 をタ ー ゲ ッ トに し た 市場 が 拡 大 し続 け てい

る 。 特 に 美容 関 連 産 業で は 、 中年 女 性 を ター ゲ ッ トと し た 商 品や サ ービ

ス が 増 加 して い る 。 しか し 、 ここ で 注 目 すべ き は 、中 年 女 性 が必 ず しも

高 い 可 処 分所 得 を 持 つわ け で はな い 点 で ある 。  

埼 玉 の 男 女共 同 参 画 の統 計 デ ータ（図 2-1、図 2-2）な ど を 基 にす る と、

女 性 全 体 の可 処 分 所 得は 大 き く増 加 し て いな い こ とが 明 ら か であ る 。多

く の 中 年 女性 が 非 正 規雇 用 や パー ト タ イ ム勤 務 に 従事 し て お り、 安 定し

た 高 収 入 を得 て い る わけ で は ない 。 そ れ にも か か わら ず 、 美 容関 連 商品

や サ ー ビ スに 投 資 す る女 性 が 増え て い る とい う 現 象は 、 一 見 する と 矛盾

し て い る よう に も 思 える 。  

 

 

図 2-1 階級 別 役 職 者に 占 め る女 性 の 割 合（ 全 国 ）  

デ ー タ 出 所： 厚 生 労 働省 「 賃 金構 造 基 本 統計 調 査 」よ り 作 成  
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図 2-2 共働 き 世 帯 数の 推 移 (全 国 ) 

デ ー タ 出 所：内 閣府 男女 共 同 参画 局「男 女共 同 参 画白 書 」令 和 4

年 版 よ り 作成  

 

さ ら に 、 現在 の 様 々 な形 の 市 場 拡 大 し て おり 、 駅 構内 や 街 の 広告 見渡

す と 、至 る 所で「 美 しく な る」「 若 返る 」こと を 謳 った 情 報 が氾 濫 し てい

る 。 こ の よう な 美 に まつ わ る 情報 は 人 々 の無 意 識 に働 き か け 、美 容 に対

す る 関 心 をさ ら に 高 めて い る 。 特 に 中 年 女性 に と って 、 こ う した 情 報は

「 年 齢 を 重ね る こ と 」に 対 す る社 会 的 な 不安 を 和 らげ る 手 段 とし て 機能

す る 場 合 が多 い 。 美 しく あ る こと が 単 な る自 己 満 足に 留 ま ら ず、 職 場や

家 庭 、 友 人関 係 な ど での 自 己 肯定 感 や 他 者か ら の 評価 を 高 め る重 要 な要

素 と さ れ てい る 。  

一 方 で 、 この 現 象 に は社 会 的 矛盾 も 存 在 する 。 多 くの 中 年 女 性が 、収

入 や 経 済 的余 裕 に 制 約を 受 け なが ら も 、 美容 へ の 投資 を 優 先 する 背 景に

は 、 社 会 的プ レ ッ シ ャー や マ ーケ テ ィ ン グに よ る 影響 が 大 き いと 考 えら

れ る 。 特 に、 年 齢 に よる 見 た 目の 変 化 を 否定 的 に 捉え る 風 潮 が根 強 い中

で 、 美 容 商品 や サ ー ビス が 「 必須 の 投 資 」と し て 位置 づ け ら れて い る点

が検 討 さ れる べ き で ある 。  
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(2) 中 年 女 性 と い う市 場  

こ こ で は 、女 性 の 社 会進 出 に とも な っ て 、中 年 女 性が 消 費 者 とし て注

目 さ れ る よう に な っ た 背 景 に つい て 述 べ る 。  

安倍 政 権が 2 度 目 に 推進 し た 「女 性 活 躍 推進 」 政 策の 下 で 、 女性 の就

業 率 は 全 体と し て 上 昇し た も のの 、40 代 女性 の 就 業率 の 改 善 は相 対 的に

小 さ い 。こ のこ と は 、40 代 女 性が 若 い 女 性に 比 べ て職 場 で 働 く機 会 が少

な く 、 キ ャリ ア 形 成 に課 題 を 抱え て い る こと を 示 唆し て い る 。  

一 方 、大 和 総 合リ サ ーチ の 調 査に よ る と 、2012 年 以 降、40 代 女性 の 家

計 可 処 分 所得 は 減 少 して お り 、男性 の 所 得が 増 加 し 、30 代 女 性の 所 得も

着 実 に 増 加し て い る のと は 対 照的 で あ る（図 2-3）。こ の 現象 は、40 代 女

性 が 主 に 非正 規 雇 用 にお い て 、給 与 の 増 加や キ ャ リア ア ッ プ がよ り 困難

で あ る と いう 事 実 を あら わ し てい る 。  

 

 

図 2-3 有 配偶 女 性 の年 齢 別 就業 率  

日 本 経 済 新 聞 、 "「 女 性 活 躍 、 私 は 間 に 合 わ な か っ た 」 4 0 代 の 再 起 "、 2 0 1 3 - 0 2 - 1 4、 日 本

経 済 新 聞 。  

h t t p s : / / w w w . n i k k e i . c o m / a r t i c l e / D G X Z Q O L M 0 6 5 A U 0 W 3 A 2 0 0 C 2 0 0 0 0 0 0 /  （ 2 0 2 4 年 1 2 月 2 7

日 最 終 閲 覧 ）  

 

こ の よ う に、 美 に 投 資す る 中 年女 性 の 増 加は 、 単 なる 消 費 行 動の 変化

で は な く 、社 会 的 価 値観 や 経 済的 制 約 が 複雑 に 絡 み合 っ た 現 象で あ る。
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こ れ を 理 解す る た め には 、 中 年女 性 と ル ッキ ズ ム （外 見 至 上 主義 ） の関

係 を 深 く 掘り 下 げ る こと が 重 要で あ る 。  

 

第３章  ルッキズムと日本社会：前提２  

(1) ル ッ キ ズ ム と はな に か  

「 ル ッ キ ズム （ lookism）」 と は、 容 姿 （ 見た 目 ） によ る 差 別 、外 見で

価 値 判 断 の段 階 に ま で至 っ た 外見 至 上 主 義の こ と を 言 う 言 葉 であ る 。 ル

ッ キ ズ ム とい う 言 葉 が初 め て 使用 さ れ た のは 、 1978 年 の 『 ワシ ン ト ン・

ポ ス ト ・ マガ ジ ン 』 にお い て であ る と 言 われ る (Ayto 1999:485)。「 Fat 

Pride」とい う タ イ トル の 記 事が 、太 っ てい る だ けで 尊 厳 が 傷つ け ら れた

と す る 抗 議運 動 中 で 使わ れ た のが 始 ま り とさ れ て いる 。 そ れ を起 こ した

人 々 に よ る新 語 と し て紹 介 し てい る と い う。 ま た 、外 見 に も とづ く 差別

を 表 す 用 語と し て の 「ル ッ キ ズム 」 が 辞 書作 成 者 によ っ て 最 初に 認 識さ

れ た の は 、 2000 年に なっ て か らで あ る (Ghodratietal 2015)。『 オッ ク ス

フ ォ ー ド 英語 辞 典 (Oxford English Dictionary)』と『 ア メ リカ ン・ヘ リ

テ ー ジ 英 語 辞 典 (American Heritage Dictionary of the English 

Language)』は 、2000 年 以降 に 発行 さ れ た版 に “ lookism” とい う 単 語を

含 め て い る。そ のほ か、日 本で も 使 われ るよ う に なっ た の は 、 2018 年 発

行 の 広 辞 苑第 7 版 に は採 用 さ れて い な い もの の 、2021 年 12 月 17 日に 刊

行 の 三 省 堂国 語 辞 典 第 8 版 に は 新語 と し て収 録 さ れて い る 。 いず れ の辞

書 に お い ても 、「ル ッキ ズ ム 」は「外 見 にも と づ く差 別 ま た は偏 見 」と 定

義 さ れ て いる 2。よ り 詳細 な「ル ッ キ ズム 」の 定 義を 掲 載 して いる の は 、

 
2  オ ッ ク ス フ ォ ー ド 英 語 辞 典  ( O x f o r d  E n g l i s h  D i c t i o n a r y )  と ア メ リ カ ン ・ ヘ リ テ ー ジ

英 語 辞 典  ( A m e r i c a n  H e r i t a g e  D i c t i o n a r y  o f  t h e  E n g l i s h  L a n g u a g e )  は 、 2 0 0 0 年 以 降

の 版 に  “ L o o k i s m”  と い う 単 語 を 含 め て い る 。  
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オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 出 版 局 が 発 行 し て い る 『 人 的 資 本 管 理 辞 典 （ A 

Dictionary of Human Resource Management）』 で ある  

日 本 に お い て ル ッ キ ズ ム が 社 会 的 な 注 目 を 集 め る き っ か け の ひ と つ

と な っ た のは 、2020 年 6 月 に 俳優・モ デ ルの 水 原 希子 さ ん が「世 界 で最

も美 し い顔 100 人 （ The 100 Most Beautiful faces 3）」に ノ ミネ ー ト さ

れ た こ と を受 け 、自 身の SNS（ 会 員制 交 流サ イ ト ）で「自 分 が知 ら な い間

に ル ッ キ ズ ム /外 見 主 義 (容 姿 に よ っ て 人 を 判 断 す る 事 )の 助 長 に 加 わ っ

て し ま っ てい る か も しれ な い と思 う と 困 る」、「 見 た目 で 人 を 判断 す るの

は 絶 対 違 うと 思 う し 、そ も そ も一 番 美 し い人 な ん て選 ぶ こ と は不 可 能」、

「 こ の ラ ンキ ン グ に よっ て 偏 った 美 の 概 念や ス テ レオ タ イ プ な考 え を広

め て 欲 し くな い 」 と 違和 感 を 表明 し た こ とで あ る 。水 原 さ ん によ る この

投 稿 は イ ンタ ー ネ ッ トで 報 じ られ て 話 題 を呼 び 、 ルッ キ ズ ム を巡 る 議論

を 喚 起 し て大 き な 注 目を 集 め た （ WEZZY 2020）。水 原 の 「ル ッキ ズ ム ╱外

見主 義 (容 姿 に よっ て人 を 判 断す る 事 )」と い う 表現 の 影 響 もあ る の だろ

う か 、後 続 の議 論 に おい て は、「 人 を 外 見で 判 断 する こ と 」の意 味 で  「 ル

ッ キ ズ ム 」と い う 言 葉が 用 い られ て い る 場合 が 多 い。 ま た 、 最近 で は、

東 京 五 輪 ・パ ラ オ リ ンピ ッ ク の開 閉 会 式 の演 出 統 括責 任 者 の 男性 が 女性

タ レ ン ト の外 見 を 豚 に見 立 て る提 案 を し たこ と が 公に な り 、 男性 は 不適

切 だ と 認 めて 辞 任 し たこ と が 挙げ ら れ 、 大き く 議 論さ れ 、 よ り認 識 され

る よ う に な っ た 4。 ま た 、 2021 年 4 月 に 発 生 し た タ ス ク 管 理 ツ ー ル

「 Trello」の 情 報 漏 洩の 際 に 「顔 採 用 」 が横 行 し てい る こ と が多 く の企

 
3  1 9 9 0 年 以 来 、 イ ギ リ ス 生 ま れ ア メ リ カ 在 住 の T C  C a n d l e r に よ っ て 毎 年 発 表 さ れ て い

る 。  

h t t p s : / / i n d e p e n d e n t c r i t i c s . c o m / a b o u t - u s /  
4  ル ッ キ ズ ム の 残 酷 さ 知 っ て ほ し い  五 輪 式 典 統 括 の 辞 任 騒 動 で 容 姿 侮 辱 の 経 験 者 か ら

声 、 東 京 新 聞 、 2 0 2 1 - 0 3 - 2 2。  

h t t p s : / / w w w . t o k y o - n p . c o . j p / a r t i c l e / 9 2 9 0 5  
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業 で 発 覚 した と い う ニュ ー ス も記 憶 に 新 しい だ ろ う (MONEY VOICE 2021)。

こ れ ら の こと か ら 、 日本 で は 依然 と し て 容姿 を 重 視し 他 者 の 容姿 に つい

て 指 摘 や 揶揄 を す る 文化 は 根 強く 存 在 し てい る こ とが 伺 え る 。  

西倉 （ 2021） に よ れ ば 、 ル ッ キズ ム は 学 術研 究 に おい て は 比 較的 新し

い 概 念 で 、デ ー タ ベ ース を 用 いて "lookism” を 含 む学 術 論 文 を調 査 した

研 究 に よ ると 、 二 〇 〇〇 年 頃 から 使 わ れ るよ う に なっ て き た 。一 般 的に

は 「 外 見 (appearance)に 基 づ く偏 見 や 差 別」 と 定 義さ れ る こ とが 多 く、

外 見 の ほ か「 美 (beauty)」 や 「魅 力 (attractiveness)」 と い う表 現 が用

い ら れ る こと も あ る  。さ らに 、西 倉（ 2021）は ル ッ キズ ム に おけ る 欧米

の 学 術 研 究に お い て 、こ の 言 葉が こ の よ うな 意 味 で用 い ら れ るこ と はな

い 、 ル ッ キズ ム の 問 題点 は 単 に外 見 至 上 主義 だ け に留 ま ら な いと 述 べて

いる  。具 体的 に は、外見 に 基 づく 雇 用 の 機会 不 均 等や 成 績 評 価が 、雇用

者 の 外 見 に対 す る 信 念や 態 度 だけ で な く 、個 人 の 美が 経 済 効 率を 高 める

可 能 性 や、顧 客 の美 に対 す る 要求 に よ っ ても 生 じ るこ と を 指 摘し て い る。 

(2) ル ッ キ ズ ム と 美容 資 本  

ル ッ キ ズ ムは 、 単 な る外 見 差 別だ け で な く、 女 性 差別 や 障 害 者差 別な

ど 、さ まざ ま な 形の 差別 に も 関連 し て お り、そ の影 響 は 広範 囲に わ た る。

例 え ば 、 仕事 に お い て容 姿 を 理由 に 採 用 の判 断 を 下す 「 顔 採 用」 な ど、

ル ッ キ ズ ムに よ る 具 体的 な 差 別も 存 在 す る。  

医 療 美 容 、化粧 品 、美容 技 術 など 、外 見 の改 善 や 美容 に 関 連 する 製 品・

サ ー ビ ス を提 供 す る 業界 が ル ッキ ズ ム と 密接 に 関 係し て お り 、フ ァ ッシ

ョ ン 、 ア パレ ル 、 ア クセ サ リ ーな ど の 業 界で は 、 外見 や ス タ イル が 商品

の 主 な 販 売ポ イ ン ト とな っ て おり 、 ル ッ キズ ム が 影響 を 与 え てい る 。  

近 年 、 女 性の 教 育 水 準の 向 上 や職 場 で の 平等 な チ ャン ス の 提 供、 女性

の 起 業 家 やリ ー ダ ー とし て の 地位 向 上 な ど、 経 済 力が 増 大 し た女 性 が一
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定 程 度 増 えて き た 。 経済 的 に 独立 し た 女 性は 、 自 分磨 き や 外 見の 維 持に

時 間 と お 金を 投 資 し やす く 、 それ が 美 魔 女の 誕 生 を後 押 し し てい る 。過

去 の 日 本 女性 は 、 家 庭や 子 育 てに 専 念 す るこ と が 期待 さ れ 、 外見 や 美容

へ の 投 資 が後 回 し に され る こ とが 一 般 的 であ っ た 。し か し 、 近年 で は女

性 は 社 会 へ頻 繁 に 進 出し 見 た 目が 重 視 さ れ、 美 容 や健 康 へ の 関心 が 一般

的 に な っ てい る 。 女 性た ち は 自身 の 美 し さや 若 々 しさ を 保 つ こと に 誇り

を 持 ち 、 それ が 美 魔 女と し て 輝く 原 動 力 とな っ て いる 。 さ ら に、 現 在の

社 会 は 職 場で は 、「 好印 象 ＝ 外見 の 良 さ 」「 外 見も 能 力 であ る」 と 結 論付

けて い る 。ま た 、 そ の実 態 を 探れ ば 、 女 性社 員 た ちは 今 も 化 粧を す るこ

と が 当 た り前 で、ち ょっ と 怠 ると 、「 今 日は ど う した の ？ 」と怪 訝 な 目を

向 け ら れ るの が 現 状 であ る 。 見た 目 の 良 し悪 し が 仕事 の 成 果 にか な り影

響 を 与 え る業 種 と し て、 今 で も採 用 時 に は、 顔 立 ちが か な り 重視 さ れる

と 言 わ れ てい る 。  

ま た 、「 顔 採用 」が あ った か ど うか に つ い て、福助 株 式 会社 が 企業 の 新

卒 採 用 担 当者 200 名 を対 象 に 「女 子 就 活 生の 脚 も とに 関 す る 調査 」 を実

施（ 調 査期 間 は 2013 年 11 月 22 日 ~24 日）し た結 果 は、以 下の 通 り であ

る。  

そ の 中 に、「 新 卒 の 採用 面 接 の際 、見 た 目は 面 接 での 印 象 を 左右 す ると

思 い ま す か」 と い う 質問 を 採 用担 当 者 に 聞い た と ころ 、 な ん と「 と ても

す る と 思 う」「や や する と 思 う」と 回答 した 人 が 合わ せ て 96.0%に 、ほ と

ん ど の 採 用担 当 者 が 見た 目 を 重要 だ と 認 めて い る （ 図 3-1）。ま た 、「 正

直 な と こ ろ、 見 た 目 採用 は あ る程 度 あ る と思 い ま すか 」 と い う質 問 もし

た と こ ろ、「 と ても そう 思 う」「 や やそ う思 う 」 と答 え た 人 が 68.5%にも

上っ て い る。 い く ら 「優 秀 な 学生 が ほ し い」 と 口 では 言 っ て いた と して

も 、「 正 直、見 た目 も かな り 重 要」であ る とい う 採 用担 当 者 の ホン ネ が 垣
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間 見 え る 結果 と 言 え る（ 図 3-2）。次 に 、女性 の 就 活時 の フ ァ ッシ ョ ンに

つ い て 調 査を 行 っ た 結果 、面接 に 有 利に 働く の は、パ ン ツス ーツ よ り も、

ス カ ー ト タイ プ の ス ーツ で あ り 、中 で も「 ひざ 丈」「 タ イ ト スカ ー ト 」が

好 印 象 ス ーツ で あ る こと が 分 かっ た 。73.5%の 人 が “ ス カ ー ト タイ プ のス

ーツ ” の 方が 、 面 接 に有 利 だ と思 う と 回 答し た （ 図 3-3）。  

 

 

図 3-1 新 卒 の 採 用 面 接 の 際 、 見 た 目 は 面 接 で の 印 象 を 左 右 す る と 思

いま す か 。  

デー タ 出 所： 福 助 株 式会 社 よ り作 成  

 

 

図 3 -2  正直 な と ころ 、見 た 目採 用（ 見 た 目が よ いと い う 理由 で 採 用 す

る） は あ る程 度 あ る と思 い ま すか 。  

デー タ 出 所： 福 助 株 式会 社 よ り作 成  
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図 3-3 女 子就 活 生 の フ ァ ッ ショ ン  

デー タ 出 所： 福 助 株 式会 社 よ り作 成  

 

最 近 の 調 査で は 、2022 年 電 通総 研 が 2023 年 に実 施 した 2023 年「ル ッ

キ ズ ム 」 に つ い て の 言 葉 の 認 知 は 、 19.0％ だ っ た の に 対 し て 、 2022 年

（ 13.1％ ）か ら 5.9 ポイ ン ト 増加 し 、 ま た男 女 と もに 認 知 が 高く な って

いる （ 図 3-4）。  

 

 

図 3-4 言 葉の 認 知 と日 々 の 生活 で の 経 験・ 実 感 ・見 聞 き の 差  

デー タ 出 所： 電 通 総 研よ り 作 成  

 

そ れ に 加 え て 、「 日 本 で は 外 見 の 美 し さ や 見 た 目 が 重 要 視 さ れ す ぎ て

い る 」 に 「 そ う 思 う 」 と 回 答 した 人 （「 そう 思 う」「 や やそ う思 う 」 計）

は 76.6％ （ 男 性 70.4％ 、 女 性 82.7％） とな り 、 2022 年 （ 全 体 72.0％、

男性 66.4％ 、女性 77.5％ ）か ら 4.6 ポ イン ト（ 男性 4.0 ポ イン ト 、女 性

5.2 ポ イ ント ） 増 加 した 。 男 女と も に 「 外見 の 美 しさ や 見 た 目が 重 要視

さ れ す ぎ てい る 」 が 増加 傾 向 にあ る こ と から 、 男 女共 通 す る 課題 と 言え

る で あ ろ う（ 図 3-5）。  
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図 3-5 日 本 で は 外 見 の 美 し さ や 見 た 目 が 重 要 視 さ れ す ぎ て い る  

2022 年 ・ 2023 年の 比較  

デー タ 出 所： 電 通 総 研よ り 作 成  

 

前 述 の よ うに 、 ル ッ キズ ム と は「 外 見 に 基づ く 差 別」 で あ り 、差 別が

問 題 な の は当 然 で あ るが 、 し かし 、 そ も そも 何 が ルッ キ ズ ム を問 題 にす

る の か 、 なぜ 社 会 問 題と し て 注目 さ れ て いる の か とい う 点 に 着目 し てみ

る。  

西倉 （ 2021） は ル ッ キズ ム の 問題 を 大 き く 3 つ に 分類 で き る と述 べて

い る 。 第 一に 、 本 来 は外 見 が 評価 さ れ る べき で な い場 面 で 評 価さ れ てい

る こ と を 問題 に す る 議論 で あ る。 当 該 場 面に 関 係 がな い (irrelevant)に

も か か わ らず 、 外 見 とい う 要 素が 問 わ れ てい る こ とを 問 題 に して い ると

い う 意 味 で、 こ の 議 論を 「 イ レレ ヴ ァ ン ト論 」 と 呼ぶ 。 第 二 に、 社 会的

に 評 価 さ れる 外 見 の 美し さ が 社会 的 カ テ ゴリ ー に よっ て 不 均 衡に 配 分さ

れ て い る こと を 問 題 にし て い る議 論 で あ り、 こ れ を「 美 の 不 均衡 論 」と

呼 ぶ 。 第 三に 、 労 働 市場 に お いて 評 価 さ れる 外 見 が美 的 労 働 を通 じ て組

織 的 に 構 築さ れ る な かで 格 差 が生 じ る こ とを 問 題 にし て い る 議論 で あ り、

こ れ を 「 美的 労 働 論 」と 呼 ぶ 。  

小林 と 谷 本に よ る 容 姿と 社 会 的不 平 等 に 関す る 研 究で は 、 容 姿の 優劣

に よ り ラ イフ チ ャ ン スの 拡 大 や制 約 が 明 らか に さ れた 。 こ こ から 、 容姿

は 社 会 的 不平 等 の 一 因で あ る と考 え ら れ る。 美 し い外 見 を 持 つ人 が 優遇
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さ れ 、 就 職、 昇 進 、 教育 の 機 会な ど で 有 利に な る こと が 考 え られ る 。一

方 で 外 見 が整 っ て い ない と さ れる 人 は 、 不利 な 立 場に 置 か れ やす く なる

と い う 不 平等 が 起 き る （ 小 林 、 谷 本  2016）。  

(3) ル ッ キ ズ ム と 中年 女 性  

ル ッ キ ズ ム市 場 は 、 一言 で 言 えば 「 外 見 至上 主 義 」を 基 盤 と した 市場

で あ る と いえ る 。 こ の「 ル ッ キズ ム 」 と いう 概 念 は、 他 者 を 見た 目 のみ

で 評 価 し 、そ の 評 価 に基 づ い て差 別 や 偏 見を 生 む こと が 問 題 視さ れ てい

る 。 こ の 現象 は 単 な る外 見 差 別に と ど ま らず 、 女 性差 別 や 障 がい 者 差別

と い っ た 多様 な 形 態 の差 別 と 密接 に 関 連 して お り 、そ の 影 響 は個 人 から

社 会 全 体 に至 る ま で 広範 囲 に 及ぶ 。 例 え ば、 日 本 の「 美 魔 女 」現 象 を取

り 上 げ る と、 40 代 女 性（ 特 に結 婚 や 出産 を経 験 し た女 性 ）が 自身 の 容 姿

に 対 す る 他者 か ら の 評価 を 気 にす る 背 景 には 、 社 会や メ デ ィ アが 提 供す

る 「 女 性 らし さ 」 や 「自 分 ら しさ 」 の 規 範が 深 く 関与 し て い るこ と がわ

か る 。 こ の規 範 は 、 多く の 場 合、 個 人 が 本来 自 由 に選 択 す べ き美 容 行動

や ラ イ フ スタ イ ル を 制限 し 、 外見 を 中 心 とし た 価 値基 準 を 押 し付 け る形

で 機 能 し てい る 。 具 体的 に は 、美 容 実 践 にお け る 身体 加 工 行 動は 、 異性

や 友 人 と いっ た 周 囲 の他 者 、 さら に は 社 会規 範 か らの 暗 黙 の プレ ッ シャ

ー に よ っ て形 成 さ れ るこ と が 多い 。  

従 来 、「 美 」の 評 価 に おい て 焦 点を 当 て ら れる こ と の少 な か っ た中 年女

性 は 、 ル ッキ ズ ム の 対象 外 と され る こ と が一 般 的 であ っ た 。 若年 層 の女

性 が 主 に 「美 」 の 基 準と し て 取り 上 げ ら れ、 中 年 以降 の 女 性 は家 庭 内の

役 割 や 社 会的 立 場 に おい て 評 価さ れ る 傾 向が 強 か った 。 し か し、 社 会の

変 化 と と もに 女 性 の 一定 の 社 会進 出 が 進 み、 家 庭 とい う プ ラ イベ ー トな

空 間 を 超 えて 、 職 場 や地 域 社 会な ど の パ ブリ ッ ク な場 に お い てそ の 存在

が 認 知 さ れる よ う に なる と 、 中年 女 性 も また 「 美 」の 評 価 を 受け る 対象
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と し て 浮 上し て き た 。  

こ の 変 化 は、 単 に 社 会的 立 場 の変 化 だ け でな く 、 メデ ィ ア や 市場 の影

響 に よ る とこ ろ も 大 きい 。 例 えば 、 ア ン チエ イ ジ ング 産 業 や フィ ッ トネ

ス 産 業 、 美容 医 療 な どが 提 供 する 「 若 さ の維 持 」 や「 美 し さ の再 発 見」

を 謳 う 商 品や サ ー ビ スは 、 主 に中 年 女 性 をタ ー ゲ ット と す る こと で 、こ

の 年 齢 層 の「 美 」 へ の関 心 を 刺激 し て き た。 結 果 とし て 、 彼 女た ち は新

た な ル ッ キズ ム の 対 象と な り 、ル ッ キ ズ ムの 概 念 自体 が 拡 張 され る に至

った 。 す なわ ち 、 中 年女 性 が ルッ キ ズ ム の対 象 と なる こ と は 、「 美 魔女」

と い う 現 象を 生 み 出 す一 因 と もな っ て い る と 考 え られ る の で ある 。  

 

第４章  美魔女の経済的・政治的前提：前提３  

こ こ で は、「美 魔 女 産業 」成 立 の 背景 に 、フ ィッ ト ネ ス業 界 をは じ め と

す る 容 姿 を整 え る た めの 産 業 の発 展 が あ るこ と 、 それ が 中 年 女性 を 対象

に し 始 め た点 に つ い て述 べ る 。  

(1) 健 康 ・ 美 容 産 業に 包 囲 さ れ る 社 会  

日 常 生 活 では 電 車 、 ショ ッ ピ ング モ ー ル で中 年 女 性の 美 容 ア ンチ エイ

ジ ン グ に 関す る 広 告 を目 に す るこ と が 多 く、 エ ス テ、 脱 毛 美 容ケ ア … な

ど、「 美し く な りた い」「 若く な り たい 」と い う キャ ッ チ フ レー ズ は 毎日

電 車 で 通 勤す る 際 に 見か け る 、駅 の 地 下 通路 に は 壁と い う 壁 に美 容 広告

が 貼 ら れ てい る （ 図 4-1 - 図 4-5）。  
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図 4-1 美 容広 告 （ 駅看 板 ）  

場 所 ： 所 沢駅 近 く の 駅看 板  

撮 影 時 間 ： 2023 年 11 月 12 日  

 

 

図 4-2 ジ ム広 告 （ 駅広 告 ）  

場所 ： 東 村山 駅 に 掲 載さ れ る 駅広 告  

撮影 時 間 ： 2023 年 11 月 11 日  

 

 

図 4-3 ジ ム広 告 （ 駅看 板 ）  

場所 ： 航 空公 園 駅 近 くの 駅 看 板  
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撮影 時 間 ： 2023 年 11 月 12 日  

 

 

図 4-4 美 容広 告 （ 電車 広 告 ）  

場所 ： 西 武新 宿 線 の 電車 の 車 両内 に 掲 出 する 電 車 広告  

撮影 時 間 ： 2022 年 12 月 9 日  

 

 

図 4-5 ヨ ガ広 告 （ 駅広 告 ）  

場所 ： 東 村山 駅 に 掲 載さ れ る 駅広 告  

撮影 時 間 ： 2023 年 12 月 10 日  

 

衣 料 、 装 飾品 、 化 粧 品な ど の 産業 は 、 古 くか ら 女 性を 主 要 な ター ゲッ

ト と し て 発展 し て き たも の で あり 、 女 性 の外 見 を 装飾 す る 役 割を 担 って

き た 。 こ れに 対 し 、 近年 で は 美容 家 電 産 業、 美 容 医療 産 業 、 フィ ッ トネ
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ス 産 業 、 アン チ エ イ ジン グ 産 業な ど が 新 たに 加 わ り、 美 容 と いう 概 念が

単 な る 外 見の 装 飾 を 超え 、 身 体そ の も の に働 き か ける 方 向 へ と拡 張 して

い る 点 が 注目 さ れ る 。特 に 、 フィ ッ ト ネ ス産 業 や アン チ エ イ ジン グ 産業

は 、 衣 料 、装 飾 品 、 美容 家 電 、美 容 医 療 など と は 異な る ベ ク トル を 持つ

と 言 え る 。す な わ ち 、外 側 に 向け た 装 飾 では な く 、自 己 の 身 体そ の もの

を 加 工 し 、内 側 か ら 変化 を も たら そ う と する 側 面 を持 っ て い る。  

こ れ ら の 産業 は 、 個 別に 発 展 して き た 歴 史を 持 ち なが ら も 、 相互 に関

連 性 を 深 めな が ら 新 たな 市 場 を形 成 し て いる 。 そ の中 で 特 に 注目 す べき

存 在 が 「 美魔 女 」 で あり 、 こ れら の 産 業 が総 合 的 に作 用 す る 形で 、 美魔

女 と い う 現象 が 社 会 的に 成 立 した と 考 え られ る 。 ここ で は 、 これ ら の産

業 を 仮 に 「美 魔 女 産 業」 と 呼 ぶこ と に し 、そ れ を 通じ て 美 魔 女現 象 の背

景 を 明 ら かに し た い 。  

「 美 魔 女 産 業 」 の 特 徴 は 、 女 性 自 身 が 主 体 的 に 購 買 を 行 う 点 に あ る 。

衣 料 や 装 飾品 、 化 粧 品が し ば しば 男 性 か ら女 性 に 贈ら れ る 形 で消 費 され

る 場 合 が ある の に 対 し、 美 容 家電 や 美 容 医療 、 フ ィッ ト ネ ス 、ア ン チエ

イ ジ ン グ とい っ た 分 野で は 、 女性 が 自 ら の美 を 維 持・ 向 上 さ せる た めに

自 己 投 資 を行 う こ と が一 般 的 であ る 。 こ の「 自 己 投資 」 と い う行 為 その

も の が 、 現代 女 性 の 主体 性 や 価値 観 の 変 化を 反 映 して お り 、 美魔 女 とい

う 存 在 の 台頭 に 寄 与 して い る 。  

さ ら に 、 美魔 女 現 象 は単 な る 個人 の 美 意 識に 留 ま らず 、 社 会 的・ 文化

的 価 値 観 の変 化 と も 深く 結 び つい て い る 。従 来 、 加齢 は 避 け られ な いも

の で あ り、そ の結 果 とし て 美 しさ が 失 わ れる と さ れて い た。しか し 、「 美

魔 女 産 業 」の 登 場 に より 、 加 齢を コ ン ト ロー ル し 、あ る い は 逆転 さ せる

こ と が 可 能で あ る と いう 新 た な認 識 が 広 がっ た 。 この 認 識 の 変化 が 、女

性 た ち の 美へ の ア プ ロー チ を 大き く 変 え 、結 果 的 に美 魔 女 と いう 新 しい
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社 会 的 カ テゴ リ ー を 生み 出 す 基盤 と な っ た。  

美 魔 女 と いう 現 象 は 、こ れ ら 多様 な 産 業 の 複 合 体 であ り 、 そ れら が生

み 出 す 商 品や サ ー ビ スが 相 互 に補 完 的 に 機能 す る こと で 初 め て成 立 す る。

例 え ば 、 美容 医 療 に よる 外 見 の若 返 り が 、フ ィ ッ トネ ス に よ る健 康 的な

体 型 維 持 と組 み 合 わ さる こ と で「 美 魔 女 」の イ メ ージ を 形 作 り、 そ れを

支 え る の が化 粧 品 や 衣料 、 装 飾品 と い っ た伝 統 的 な産 業 で あ る。 こ のよ

う な 複 合 的な 関 係 性 を理 解 す るこ と は 、 美魔 女 現 象を 単 な る トレ ン ドと

し て で は なく 、 現 代 社会 の 中 で発 展 し て きた 重 要 な文 化 的 現 象と し て位

置 づ け る 上で 不 可 欠 であ る 。  

(2) フ ィ ッ ト ネ ス 産業  

近 年 、 日 本に お け る フィ ッ ト ネス 産 業 は 驚異 的 な 成長 を 遂 げ 、多 様な

形 態 の ジ ムや 運 動 施 設が 都 市 部を 中 心 に 拡大 し て いる（ 図 4-6）。こ の現

象 は 健 康 志向 の 高 ま りや 生 活 習慣 病 予 防 への 関 心 の高 ま り 、 さら に は美

と 体 型 へ の意 識 の 変 化に よ る もの と 考 え られ る 。ま ず、「 フ ィ ット ネ ス産

業 」と は 何 かを 理 解 する 必 要 があ る 。厚 生労 働 省 の「職 業 能 力評 価 基 準」

に よ る と、「 フ ィ ッ トネ ス 産 業は 、国 民 的な 健 康 志向 の 高 ま りや 余 暇 時間

の 増 大 等 を反 映 し て 、近 年 、 事業 所 数 ・ 就業 者 数 の増 加 が 顕 著と な るな

ど 、今 後が ま すま す 期待 さ れ る産 業 で あ る。」と 定 義さ れ て おり 、具体 例

と し て は 、ジ ム 、 フ ィッ ト ネ スク ラ ブ 、 スポ ー ツ 教室 が 挙 げ られ る とい

う 5。 し か し 、こ の 業界 を 深 く理 解 す る ため に は 、そ の 日 本 のフ ィ ッ ト

ネ ス ク ラ ブ歴 史 的 な 発展 を 理 解す る 必 要 があ る 。  

 

 
5  "フ ィ ッ ト ネ ス 産 業 "、 厚 生 労 働 省 。 h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p / s t f / n e w p a g e _ 0 9 1 6 4 . h t m l

（ 2 0 2 4 年 1 2 月 3 0 日 最 終 閲 覧 ）  
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図 4-6 フィットネス用品専門店の広告  

場所 ： 原 宿駅 近 く の 広告  

撮影 時 間 ： 2025 年 1 月 2 日  

 

近 代 日 本 にお け る フ ィッ ト ネ ス ク ラ ブ 産 業は 、 戦 後の 発 展 の 中で 見る

こ と が で きる 、 フ ィ ット ネ ス の概 念 は 、 戦後 の 高 度経 済 成 長 期に 西 洋文

化 の 影 響 を受 け て 導 入さ れ 、1964 年 の 東 京オ リ ン ピッ ク を き っか け に民

間 の ス イ ミン グ ク ラ ブが 登 場 した 。 菅 原 美沙 希 （ 2006） は 、 日本 に おけ

る フ ィ ッ トネ ス 市 場 の発 展 に つい て 述 べ てい る 。そ れに よ れ ば 、1965 年

に 民 間 の スイ ミ ン グ クラ ブ が 初め て 登 場 し 、1969 年 には 大 手 企業 で ある

セ ン ト ラ ルス ポ ー ツ クラ ブ が 設立 さ れ た 。 1970 年 代 に は、 ジョ ギ ン グ、

ダ ン ス 、 テニ ス が 社 会的 ブ ー ムと な り 、 多く の ス ポ ー ツ ク ラ ブ が 次 々と

一 号 店 を 開業 し た 。さら に 、1980 年 代 に はエ ア ロ ビク ス や ス イミ ン グス

ク ー ル の 人気 が 高 ま り、 プ ー ルを 備 え た 大型 ク ラ ブが 増 加 し た。 こ の時

期 か ら 、 フィ ッ ト ネ スク ラ ブ の企 業 的 価 値が 注 目 され る よ う にな っ たと

さ れ て い る。  

ま た 、 河 原和 枝 （ 1995:37-45）は 、 フ ィ ット ネ ス 現象 の 社 会 的登 場と

普 及 の 背 景に つ い て 考察 し 、 その 主 要 な 契機 と し て若 い 女 性 たち の 間で

の 流 行 、す な わち フ ァッ シ ョ ンと し て の 側面 に 注 目し て い る 。特 に、「 フ
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ィ ッ ト ネ ス」 が 最 初 に社 会 的 注目 を 集 め たの は 、 ファ ッ シ ョ ン雑 誌 で取

り 上 げ ら れた こ と が 大き な 要 因で あ る と 指摘 す る 。雑誌『 ア ンア ン 』（ 219

号 ）は 、1979 年 5 月 に「 い まア メ リ カの モー ド 雑 誌に 氾 濫 し てい る フ ィ

ッ ト ネ ス って 何 だ ろ う」 と い う特 集 を 組 み、 こ の テー マ を い ち早 く 日本

国 内 に 紹 介し た 。そ の後 も 、「 春 のフ ィ ット ネ ス・ブ ッ ク 」や「 夏 の フィ

ッ ト ネ ス 特集 」 と い った 記 事 を通 じ て 、 ファ ッ シ ョン と ス ポ ーツ を 融合

さ せ た 「 フィ ッ ト ネ ス」 の 文 化的 価 値 を 構築 し て いっ た 。 こ のよ う に、

「 フ ィ ッ トネ ス 」 は 単な る 運 動習 慣 に と どま ら ず 、当 時 の 若 い女 性 にと

っ て 自 己 表現 や ラ イ フス タ イ ルの 一 部 と して 受 容 され 、 社 会 的流 行 の一

翼 を 担 っ たと い え る 。  

1981 年 に「 エ アロ ビ クス 」とい う 言 葉が 日本 で 広 まり 、若い 女性 を 中

心 に ブ ー ムが 巻 き 起 こっ た 。 この 現 象 は 、当 時 の 女性 た ち が 家庭 の 枠を

超 え て 自 己実 現 や 健 康維 持 を 追求 す る 新 しい ラ イ フス タ イ ル の象 徴 とさ

れた 。1983 年 には 、セン ト ラ ルス ポ ー ツ が「 ウ ィル セ ン トラ ルフ ィ ッ ト

ネ ス ク ラ ブ新 橋 」 を 開業 し 、 日本 初 の 「 フィ ッ ト ネス ク ラ ブ 」と し て注

目 を 集 め た。 ま た 、 同年 に は ピー プ ル が 「エ グ ザ ス」 ブ ラ ン ドで ス タジ

オ と ジ ム を併 設 し た 施設 を 東 京 ・ 青 山 に オー プ ン し、 入 会 金 1 万 円 ・ 月

会費 1 万 円 ・ 利 用 料 なし と い う現 在 の 料 金シ ス テ ムの 原 型 と なる 仕 組み

を 導 入 し た。 こ の 時 期、 エ ア ロビ ク ス は 単な る 運 動手 段 に と どま ら ず 、

都 市 部 の 女性 た ち に とっ て 「 健康 的 か つ 魅力 的 な ライ フ ス タ イル 」 を象

徴 す る も のと な り 、 自己 表 現 や社 交 の 場 とし て の 役割 も 果 た して い た。

さ ら に 、河 原 和枝（ 1993）に よ れ ば 、 1982 年 以 降 、エ ア ロ ビ クス・ス タ

ジ オ が 次 々と 誕 生 し 、1983 年 に は リー ボ ック の「フ リ ー スタ イル 」とし

て エ ア ロ ビク ス ・ シ ュー ズ が 登場 し た 。 これ に よ り、 レ オ タ ード や レッ

グ ウ ォ ー マー と 組 み 合わ せ た「 エア ロ ビ クス・フ ァ ッシ ョ ン 」が完 成 し、
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若 い 女 性 を中 心 に 人 気を 集 めた 6。  

さ ら に 、 1984 年 か ら 1985 年に か け て は、 従 来 のス イ ミ ン グク ラ ブや

ス イ ミ ン グス ク ー ル など の ス ポー ツ 施 設 がエ ア ロ ビク ス ・ ス タジ オ を導

入 し 、 当 時流 行 し て いた カ フ ェバ ー の よ うな フ ァ ッシ ョ ナ ブ ルな 空 間と

し て 生 ま れ変 わ っ て いっ た 。 この よ う に 、プ ー ル 、ジ ム 、 ス タジ オ を備

え た 大 規 模で 大 衆 的 なフ ィ ッ トネ ス ク ラ ブが 誕 生 し、 若 い 女 性だ け でな

く 、 健 康 志向 や 健 康 不安 を 抱 える 一 般 の 人々 に と って も 受 け 入れ ら れる

施 設 と な った 。つ ま り、当初 1980 年 代 前後 の 日 本で は、エ アロ ビ ク スに

お い て 主 に女 性 が 中 心で あ っ た 。換 言 す れば 、1980 年 代 前 後 の日 本 のフ

ィ ッ ト ネ スク ラ ブ が 主に 女 性 、特 に 若 い バブ ル 世 代の 女 性 を ター ゲ ット

に し た 環 境で あ っ た こと を 反 映し て お り 、当 時 の 若い 女 性 た ちの 身 体へ

の 関 心 や 追求 が 社 会 的に 根 深 いも の で あ った こ と を示 し て い る。  

1990 年 代初 頭 の バ ブル 崩 壊 によ り 、フ ィッ ト ネ ス業 界 も 深 刻な 景 気低

迷 に 直 面 した 。多く のク ラ ブ はコ ス ト 削 減や 新 規 会員 獲 得 に 注力 し た が、

こ こ で も 女性 会 員 を ター ゲ ッ トと し た マ ーケ テ ィ ング 戦 略 が 特に 注 目さ

れ た 。この 時 期 には 、働く 女 性 や主 婦 を 対 象と し た 短時 間 プ ロ グラ ム や、

子 育 て 中 の女 性 で も 参加 し や すい キ ッ ズ ルー ム 付 きの 施 設 が 増加 し た。

特 に 、ルネ サ ン スが 導入 し た「 ロ ー・コ スト 建 築（ 経 営）」は、女 性会 員

の 多 様 な ニー ズ に 応 える 施 設 作り と し て 評価 さ れ た。  

現 代 に お いて 、 フ ィ ット ネ ス 産業 は 時 代 の流 れ と とも に 大 き く変 化を

遂 げ て い る。 こ の 産 業は 、 女 性の 身 体 に 関連 す る 多種 多 様 な サー ビ スや

商 品 を 包 含し 、 身 体 加工 を 取 り巻 く 経 済 環境 全 体 を指 す と い える 。 その

 
6  "【 H i s t o r y】 ま ず は こ こ か ら ！ フ ィ ッ ト ネ ス 業 界 の 歴 史 "、 2 0 2 3 - 1 2 - 0 5、 フ ィ ッ ト ネ ス

ジ ョ ブ 。  

h t t p s : / / w w w . f i t n e s s j o b . j p / i n d e x . p h p ? a p p _ c o n t r o l l e r = I n f o & t y p e = a r t i c l e & i d = 0 0 0 0 0 0

0 2 8 4（ 2 0 2 4 年 1 2 月 3 0 日 最 終 閲 覧 ）  
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成 長 は 、 外見 に 対 す る消 費 者 の関 心 と 支 出の 増 加 を反 映 し て おり 、 単な

る 身 体 的 な健 康 維 持 の枠 を 超 えて 、 美 や 若さ へ の 追求 を 満 た す場 と して

の 役 割 も 担っ て い る 。  

さ ら に 、 フィ ッ ト ネ ス産 業 は 、消 費 者 の 自己 投 資 を促 進 す る 重要 な場

と し て 機 能し て い る 。例 え ば 、社 会 全 体 で健 康 志 向が 高 ま る 中で 、 フィ

ッ ト ネ ス は単 な る 身 体的 な ト レー ニ ン グ だけ で な く、 精 神 的 なリ フ レッ

シ ュ や 自 己肯 定 感 の 向上 、 そ して 「 美 魔 女」 の よ うな 美 意 識 を形 成 する

基 盤 と も なっ て い る 。こ の よ うな 背 景 か ら、 フ ィ ット ネ ス 産 業は 単 独の

市 場 と し てだ け で は なく 、 美 容家 電 産 業 やア ン チ エイ ジ ン グ 産業 と いっ

た 他 の 関 連分 野 と も 相互 作 用 しな が ら 、 現代 の 「 美」 市 場 全 体の 成 長を

支 え て い る。  

つ ま り 、 フィ ッ ト ネ ス産 業 は 単独 の 市 場 に留 ま ら ず、 美 魔 女 産業 全体

の 発 展 を 推進 す る 重 要な 要 素 とな っ て い る。 そ の 革新 と 進 化 は、 消 費者

の 多 様 な ニー ズ に 応 える だ け でな く 、美 魔女 と い う現 象 を 支 える 経 済 的・

文 化 的 基 盤を 提 供 し てい る と 言え る 。 こ のよ う な 背景 を 踏 ま える と 、フ

ィ ッ ト ネ ス産 業 は 、 現代 の 美 意識 や 価 値 観の 変 化 を語 る 上 で 欠か せ ない

存 在 で あ り、美 魔女 産業 の 不 可欠 な 一 部 とし て 位 置づ け る こ とが で き る。 

(3) 美 容 家 電 産 業  

現 代 日 本 では 、「 美 容家 電」と い うカ テ ゴリ ー が 急速 に 普 及 し、家庭 で

簡 単 に プ ロフ ェ ッ シ ョナ ル な 美容 ケ ア を 体験 で き る製 品 が 数 多く 登 場し

て い る 。 家電 量 販 店 やイ ン タ ーネ ッ ト 通 販で は 、 美顔 器 を は じめ と する

多 機 能 美 容家 電 が 並 び、 そ の 選択 肢 は 年 々増 加 し てい る 。 特 に、 美 顔器

は 「 美 肌」「 ア ンチ エイ ジ ン グ」「 引き 締め 」 な ど、 特 定 の 効果 を 前 面に

押 し 出 し たキ ャ ッ チ フレ ー ズ で販 売 さ れ てお り 、 その 対 象 は 若年 層 から

中 年 層 ま で幅 広 い 。中年 女 性 が「美 魔 女 」とい う 概 念に 追 求 が注 目 さ れ、
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見 た 目 に 老け な い、「 美 顔器 」で つ くる 時代 な ど キャ ッ チ フ レー ズ を よく

使 っ て い る。  

ま た 、 製 品の 多 様 化 によ り 、 価格 帯 も 手 頃な も の から 高 級 モ デル まで

幅 広 く 、 一般 消 費 者 にと っ て 手に 届 き や すい 存 在 とな っ て い る。 こ れに

伴い 、 SNS や レ ビ ュ ーサ イ ト など で の 口 コミ が 商 品の 選 択 に 大き な 影響

を 与 え て おり 、「 ど の美 顔 器 が本 当 に 効 果が あ る か 」とい っ た議 論 も 盛ん

で あ る 。 以下 の 写 真 は、 美 容 家電 が ど の よう に 市 場で 氾 濫 し てい る かを

示 す 一 例 であ る （ 図 4-7）。  

 

 

図 4-7 美 容家 電  

場所 ： ビ ック カ メ ラ  所 沢 駅 店  

撮影 時 間 ： 2025 年 1 月 1 日  

 

美 顔 器 と は 、 温 冷 熱 、 振 動 、 電 流 、 光 な ど の 物 理 的 手 法 を 利 用 し て 、

顔 の 皮 膚 を清 潔 に し 、素 肌 を 整え 、 健 康 的で 美 し い状 態 を 維 持す る こと

を 目 的 と した 機 器 で ある 。そ の 歴史 は 古 く 、1905 年に 横 浜 の 西洋 理 髪店

が 欧 米 式 フェ イ シ ャ ルマ ッ サ ージ を 導 入 した こ と から 始 ま り 、1977 年に

家 庭 用 美 顔器 と し て 超音 波 美 顔器 が 発 売 され て 以 降、 広 く 普 及す る よう
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に な っ た 。以 後 、 機 能や デ ザ イン の 向 上 、安 全 性 の確 保 が 進 めら れ 、現

在 で は 美 顔器 は 身 近 な家 電 製 品の 一 つ と なっ て いる 7。  

特 に 、 美 顔器 は 「 美 魔女 」 を 目指 す 女 性 にと っ て 重要 な ツ ー ルと なっ

て お り 、「美 顔 器 で つく る 若 見え 」と い うよ う な キャ ッ チ フ レー ズ が よく

使 わ れ る 。こ れ に よ り、 美 顔 器は 単 な る 美容 ツ ー ルで は な く 、若 々 しさ

を 追 求 す る中 年 女 性 の「 生 活 の一 部 」 と して 位 置 づけ ら れ て いる 。 さら

に 、「 若さ 」や「 美 」を追 求 す る行 動 が 消 費行 動 と して 受 け 入 れら れ る一

方 で 、 こ れら が 美 魔 女市 場 の 誕生 に ど の よう な 拍 車を か け る につ い ての

議論 も 不 可欠 だ と 考 えて い る 。美 容 家 電 の普 及 に 伴い 、 社 会 では 外 見に

対 す る プ レッ シ ャ ー が増 加 し てい る 。 そ れに 従 っ て 「 美 魔 女 市場 」 の拡

大 は 、「若 さ ＝ 価値 」と い う 風潮 を 助 長 する 可 能 性が あ る 。 これ に よ り、

美 容 家 電 を手 に す る こと が で きな い 人 々 や、 外 見 以外 の 価 値 に重 き を置

く 人 々 へ の社 会 的 影 響に つ い ても 注 目 す る必 要 が ある 。  

す な わ ち 、 美 容 家 電 が 提 供 す る 利 便 性 や 効 果 を 評 価 す る だ け で な く 、

そ れ が も たら す 社 会 的な 影 響 や、 個 人 の 選択 に 与 える 倫 理 的 な側 面 につ

い て も 議 論を 深 め る こと が 重 要で あ る 。 さら に 、 美顔 器 は 美 容家 電 の中

で 重 要 な 存在 で あ り 、超 音 波 や光 療 法 、 電流 な ど の物 理 的 手 法を 用 いて

肌 の 状 態 を改 善 す る こと で 、「 美 魔 女」 層が 求 め る「 ア ン チ エイ ジ ン グ」

や 「 若 々 しさ の 維 持 」と い っ たニ ー ズ に 応え て い る 。 こ の ニ ーズ は 美顔

器の 市 場 を促 進 し、「 美 顔器 で つ くる 若 見え 」と い う キャ ッ チフ レ ー ズが

市 場 で 一 般的 に 使 わ れて い る こと か ら も 、そ の 強 い関 連 性 が 伺え る 。こ

の よ う に 、互 い に 影 響し 合 う 市場 構 造 に より 、 美 顔器 と 美 魔 女市 場 は相

互 依 存 し なが ら 発 展 を続 け て おり 、 現 代 の美 容 産 業に お け る 重要 な 要素

 
7  "【 美 顔 器 】 と は ？ "、 一 般 社 団 法 人 日 本 ホ ー ム へ ル ス 機 器 協 会 。  

h t t p s : / / w w w . h a p i . o r . j p / d i c t i o n a r y / b i y o u . h t m l（ 2 0 2 5 年 1 月 5 日 最 終 閲 覧 ）  
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と な っ て い る 。  

(4) 美 容 医 療 産 業  

近 年 、 日 本 の 美 容 医 療 市 場 は 顕 著 な 成 長 を 遂 げ て い る 。 谷 本 奈 穂

（ 2023:8）に よ れ ば 、 日 本 は 現在 、 美 容 整形 大 国 とい え る 状 況に あ る。

国 際 美 容 外科 学 会 （ ISAPS）の 調 査 によ ると 、 2016 年 の世 界全 体 の 美容

外 科 手 術 件数 は 1041 万 7370 件 、日 本 は 20 万 9017 件 で 世 界 第 12 位 だ

っ た 。 一 方、 美 容 医 療（ 非 外 科的 処 置 ） では 92 万 8960 件 で 世界 第 3 位

と な っ て おり 、 総 合 件数 で も 日本 は 世 界 第 3 位 に 位 置し て い る。 こ れに

よ り 、 日 本は 美 容 整 形が 盛 ん な国 の 一 つ とい え る と 谷 本 は 指 摘し た （ 図

4-8）。  

 

 

図 4-8 美容 整 形 関 連の 記 事 数  

 

さ ら に 、 医療 美 容 事 業を 事 例 にし て み れ ば、 以 下 のよ う な 動 向が 見ら

れる 。  

日 本 国 内 の 美 容 医 療 市 場 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 で 前

年 割 れ と なっ た が 、2021 年 以降 患 者 の 受診 控 え が改 善 さ れ 、2022 年 は行

動 制 限 も 緩和 さ れ た こと で 市 場は さ ら に 回復 し た 。2022 年 の 美容 医 療市

場 規 模（ 医 療 施設 収 入高 ベ ー ス）は前 年 比 102.3％の 4,080 億円 と な り、
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コ ロ ナ 禍 前の 2019 年の 水 準 に回 復 す る 結果 と な った （ 図 4-9）。 美容 医

療 施 術 は 、外 科 的 施 術と 非 外 科的 施 術 に わか れ る 。こ れ ら は 、美 容 外科

を 標 榜 （ 自己 宣 伝 ） する 医 療 施設 だ け で なく 、 整 形外 科 、 皮 膚科 、 美容

皮 膚 科 な ど、 様 々 な クリ ニ ッ クを 標 榜 （ 自己 宣 伝 ）す る 医 療 施設 に おい

て 行 わ れ てお り 、 非 外科 的 施 術に お い て その 傾 向 が顕 著 で あ る。  

 

 

図 4-9 日 本の 美 容 医療 市 場 の推 移 （ 2019～ 2022）  

注： 医 療 施設 収 入 高 ベー ス  

矢 野 経 済 研 究 所 、 “ 20 2 2 年 の 美 容 医 療 市 場 規 模 は 前 年 比 1 0 2 . 3％ の 4 , 0 8 0 億 円 ～ 市

場 は コ ロ ナ 禍 前 の 2 0 1 9 年 の 水 準 に 回 復 ～ ” 、 2 0 2 3 - 0 6 - 2 3、 矢 野 経 済 研 究 所 。  

h t t p s : / / w w w . y a n o . c o . j p / p r e s s - r e l e a s e / s h o w / p r e s s _ i d / 3 2 8 6（ 2 0 2 4 年 1 2 月 2 7 日

最 終 閲 覧 ）  

 

また 、 近 年の ト レ ン ドと し て は、 ① オ ン ライ ン 診 療の 台 頭 、 ② サ ブス

ク リ プ シ ョン サ ー ビ スを 提 供 する 医 療 施 設の 増 加 、 ③ ド ク タ ーズ コ スメ

の 取 り 扱 いを 強 化 す る医 療 施 設の 増 加 、④「し わ・た るみ 取 り」「 ケミ カ

ル ピ ー リ ング 」「脱 毛」「 わき が ・ 多汗 症」 等 の 施術 が 好 調 、 ⑤ 内 科 ・歯

科 等 の 他 の診 療 科 か らの 非 外 科施 術 で の 参入 の 増 加等 が あ げ られ る 。 美

容 医 療 市 場へ 参 入 す る医 療 施 設の 増 加 や 、女 性 の 美容 医 療 へ の心 理 的ハ

ー ド ル 低 下に よ る タ ーゲ ッ ト 層の 拡 大 、 更に は 男 性需 要 の 拡 大な ど を背
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景 に 、 美 容医 療 市 場 規模 は 拡 大基 調 で 推 移す る 見 通し で あ る 。さ ら に、

マ ー ケ テ ィン グ と 広 告は 、 ル ッキ ズ ム 市 場に お い て重 要 な 役 割を 果 たし

て い る 。 一般 的 な マ ーケ テ ィ ング 戦 略 で は、 製 品 やサ ー ビ ス の魅 力 的な

外 見 や 容 姿の 向 上 を 強調 し 、 特定 の 外 見 規範 や 美 のイ メ ー ジ を広 告 やプ

ロ モ ー シ ョン 活 動 を 通じ て 強 調す る 。 ま た、 有 名 人や エ ン ド ーサ ー を活

用 し て 、 特定 の 外 見 や美 の 規 範を 宣 伝 し 、関 連 す る製 品 や サ ービ ス の信

頼 性 を 高 め、 需 要 を 促進 す る 戦略 が 一 般 的で あ る 。彼 ら の イ メー ジ を活

用 す る こ とで 、 商 品 やサ ー ビ スの 魅 力 が 高め ら れ 、収 益 を 増 加さ せ るこ

と が で き る。  

そ の 中 で 、 美 容 市 場 にお い て 成功 を 収 め るた め に は、 消 費 者 層と の強

い 共 感 や 信頼 を 築 く 広告 戦 略 が不 可 欠 で ある 。 特 に、 美 魔 女 のよ う な中

年 女 性 を スポ ー ク ス パー ソ ン （広 告 塔 ） とし て 起 用す る こ と は、 若 々し

さ や 美 し さを 象 徴 す るア イ コ ンと し て だ けで な く 、タ ー ゲ ッ ト層 に 対す

る 「 手 の 届き そ う な 憧れ 」 を 具現 化 す る 手段 と し て効 果 的 で ある 。  

中 年 女 性 消費 者 に 向 けた 美 容 ケア 製 品 の 広告 に お いて 、 エ ン ドー サー

（ 広 告 起 用者 ） の 選 定は 、 戦 略の 成 否 を 大き く 左 右す る 要 素 であ る 。信

頼 性 の 高 いエ ン ド ー サー を 選 ぶこ と は 、 製品 そ の もの の 信 頼 性を 高 める

だ け で な く、 タ ー ゲ ット 層 が 自ら の 未 来 像を そ の 人物 に 重 ね 合わ せ るこ

と で 、 購 入意 欲 を 喚 起す る 効 果が あ る 。 例え ば 、 エン ド ー サ ーと し て美

魔 女 が 選 ばれ る 場 合 、単 な る モデ ル や 女 優と 異 な り、 彼 女 た ちは タ ーゲ

ッ ト 層 と 同じ よ う な 生活 経 験 を持 ち 、「 努力 す れ ば到 達 可 能 な理 想 像 」と

し て の 説 得力 を 持 つ 。そ の た め、 美 魔 女 のよ う に 「等 身 大 」 であ り なが

ら も 「 少 し上 の 憧 れ 」を 体 現 する 存 在 は 、消 費 者 に「 私 に も 実現 可 能」

と い う 自 己効 力 感 を 与え 、 製 品に 対 す る 肯定 的 な 態度 を 形 成 する 上 で有

効 で あ る 。  
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た と え ば 、張 雅 筑 （ 2015） は 、江 惠 を 事 例に し て 、女 性 消 費 者に とっ

て 欠 か せ ない 美 容 ケ ア製 品 に 関す る エ ン ドー サ ー （美 魔 女 ス ポー ク スパ

ー ソ ン ） の信 頼 性 と 購買 意 向 につ い て 調 査を 行 っ た。 調 査 は ウェ ブ アン

ケ ー ト を 用い て 257 通の 質 問 票を 配 布 し 、 218 通の 有 効な 回 答を 得 た 。

そ の 結 果 によ れ ば 、 異な る 年 齢層 の 女 性 消費 者 の 間で は 、 エ ンド ー サー

で あ る 江 惠の 信 頼 性 に有 意 な 差が あ っ た 。し か し 、江 惠 に つ いて は 年齢

層 に よ る 信頼 性 の 差 は見 ら れ なか っ た 。 美魔 女 の 広報 担 当 者 であ る エン

ド ー サ ー の信 頼 性 と 、異 な る 年齢 層 の 女 性消 費 者 の購 買 意 向 には 有 意な

関 係 が あ るこ と が 示 され た 。つ ま り、エ ン ドー サ ー の信 頼 性 が 高い ほ ど、

女 性 消 費 者の 購 買 意 向も 高 ま る傾 向 が あ ると い う 結果 と な っ た。 異 なる

年 齢 層 の 女性 消 費 者 の間 で は 、エ ン ド ー サー の ウ ィン ス ト ン ・ツ イ が支

持 す る 商 品に 対 す る 購買 意 向 に有 意 な 差 が見 ら れ た。 し か し 、エ ン ドー

サ ー の 江 惠が 支 持 す る商 品 に つい て は 、 異な る 年 齢層 の 女 性 消費 者 の間

で 有 意 な 差は な か っ た。 こ こ から 、 同 じ く美 魔 女 にな り た い 女性 グ ルー

プ に 対 し て、 美 魔 女 にな る こ とに 成 功 し た人 々 か らの モ チ ベ ーシ ョ ンが

重 要 で あ り、 美 魔 女 のス ポ ー クス パ ー ソ ンを 雇 用 して 商 品 を 宣 伝 す るこ

と に よ っ て 、40 代 女 性の 表 象 とみ な さ れ るよ う な 身体 的 特 徴 とか 、ある

い は 身 体 的に 可 視 的 な違 い が ない と し て も、 可 視 化す る た め の特 徴 を貼

り つ け て いる 。 つ ま り、 差 別 は基 本 的 に 人々 を 区 別す る よ う な見 か けの

マ ー カ ー に基 づ い て 為さ れ て いる 。 そ の よう に 人 々を 区 別 す る基 準 とし

て 広 い 意 味で の 外 見 のマ ー カ ーが 用 い ら れる こ と はル ッ キ ズ ムと 言 える

の で は な いか と 考 え られ る 。  

(5) 高 齢 化 政 策 と アン チ エ イ ジ ン グ 市 場 の 成 立  

こ こ の 部 分に 、 日 本 が超 高 齢 化社 会 と な った 経 緯 と、 政 府 の 高齢 化政

策 に つ い て 論 じ る 。  
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平山（ 2005:37-41）は 、 2000 年 の 資 生堂 とワ コ ー ルに よ る「 マチ ュ ア

女 性 の 意 識に 関 す る 共同 調 査 」の 中で 、「 女性 が 成 熟し た 女 性 とし て の美

し さ を 感 じさ せ る の は何 歳 か」と い う設 問へ の 回 答の 平 均 年 齢は 40.7 歳

と い う 結 果 が 示 し た 。すな わ ち 、フラ ン スで は 女 性が 最 も 美 しい の は 50

代 だ と い う価 値 観 が ある の に 対し 、 先 の 調査 で 日 本に お け る 美し い 成熟

女 性 の 年 齢は 40.7 歳と か な り若 い 。ま た 、年を 重 ね たな り の美 し さ を求

め る こ と が世 間 的 に 受容 さ れ た結 果 、 熟 年に お け る美 し さ 願 望が 強 まり

（ 川 島  2003:20-25）、若 い とき に は 美 容 に 無 関 心で も 心 身 的 、社会 的に

ス ト レ ス フル な 40 代に な る と、 個 人 に あっ た ス キン ケ ア や メイ ク に問

題 解 決 の 糸口 を 求 め る人 が 増 える （ 小 林  2003:46-51） と い う指 摘 もあ

る。  

最 近 、ポ ーラ 文 化 研 究所 は 、調査 レ ポ ー ト「「年 齢・エ イ ジ ング 」への

意 識 と 価 値観 女 性 編 」を 2022 年 に発 表 し た 8。15～ 74 歳 の 女 性 1,800 人

を 対 象 に、「 見 られ たい 年 齢」「 気 持ち 年齢 」 と いっ た 年 齢 意識 や 自 分自

身 に と っ ての エ イ ジ ング に つ いて 探 っ た 。 20 代以 降 の 年代 では 、「見 ら

れ た い 年 齢」と 実年 齢の 平 均 差が 少 し ず つ広 が っ てい る 。特 に、 60 代 前

半 の「 見 ら れた い 年 齢 」＝ 最 初 の美 魔 女 世代 は 平 均実 年 齢 平 均を 8.40～

9.10 歳下 回 り、『 実 際の 年 齢 より 若 く 見 られ た い 』意 識 が あ らわ れ てい

る。  

斉藤 （ 2001:6-12） は、「 どう し た らき れい に な れる の か は 女性 に と っ

て の 永 遠 不変 の テ ー マで あ る 」と し て 「 きれ い に なる と も っ と先 の きれ

い の を 追 い求 め る 。 仮に き れ いに な っ て も人 間 に は “ 老 化 ” とい う 残酷

 
8  株 式 会 社 ポ ー ラ ・ オ ル ビ ス ホ ー ル デ ィ ン グ ス 、 "女 性 の 「 女 性 の 「 年 齢 ・ エ イ ジ ン グ 」
へ の 意 識 と 価 値 観 を 分 析 "、 2 0 2 2 - 1 2 - 0 9、 ポ ー ラ 文 化 研 究 所 。 h t t p s : / / w w w . p o -
h o l d i n g s . c o . j p / n e w s / p d f / 2 0 2 2 1 2 1 9 _ c s r . p d f  
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な 運 命 が 待っ て い る 。だ か ら 、実 現 不 可 能な “ 若 返り ” を 一 生目 指 し続

け る 」 と 述べ て い る 。き れ い にな る こ と の目 標 が 若返 り を 目 指す こ とに

置 か れ る なら ば 、 加 齢こ そ が きれ い さ 消 失の 主 要 因で あ る と して 、 きれ

い さ を 努 力や ケ ア で 維持 し よ うと す る 傾 向が 高 く なる の も 理 解で き る。

だ か ら こ そ、 美 容 ア ンチ エ イ ジン グ に 積 極的 に 取 り組 む 美 魔 女た ち が注

目 を 集 め る現 代 に お いて も 、 もと も と は メデ ィ ア が生 み 出 し た美 魔 女と

い う 言 葉 が一 時 的 な 流行 に 終 わる こ と な く、 今 に 至る ま で 広 く流 布 して

い る の で あり 、 結 果 とし て 山 本は 、 新 た な ア ン チ エイ ジ ン グ 市場 を 開拓

した と 言 われ る 。  

現 在 日 本 の社 会 で は 、中 年 女 性に 対 し て 実年 齢 と それ に 対 す る見 た目

の 「 若 さ 」が 求 め ら れて い る 。例 え ば 、 テレ ビ で 放送 さ れ て いる 化 粧品

な ど に 女 性を 映 し 出 し、 年 齢 がい く つ で ある の か とい う 問 題 とし て 提示

さ れ 、 実 年齢 よ り も 若く 見 え る肌 を 持 っ てい る こ とを 化 粧 品 の効 能 とし

て 提 示 し てい る CM は少 な く ない 。ま た 、女 性フ ァ ッ ショ ン 誌で は そ れぞ

れ の 年 代 に合 っ た フ ァッ シ ョ ンや 美 容 情 報を 提 供 する こ と で 流行 を 提示

し て い る 。そ し て 、 同時 に 各 誌の モ デ ル たち に よ って 年 齢 に 見合 っ た格

好 と い う もの が 表 現 され て い る。一方 で 、『美 ス ト ーリ ー 』な ど女 性 誌 は

美 魔 女 の よう な ア ン チエ イ ジ ング や 若 々 しさ に 関 する メ ッ セ ージ を 提示

す る 雑 誌 も存 在 し て いる 。  

日 本 で は 、多 く の 女 性が 加 齢 に対 す る 恐 怖心 を 抱 いて お り 、 これ がア

ン チ エ イ ジン グ 市 場 の拡 大 や 「美 魔 女 」 と呼 ば れ る女 性 た ち の人 気 の要

因 の 一 つ とさ れ て い る。 上 野 （ 2021： 27）は 、 女 性の 容 姿 と 年齢 に 関す

る 研 究 で 、日 本 の 女 性が 加 齢 恐怖 を 抱 く 理由 と し て、 社 会 が 女性 に 若さ

を 求 め る 風潮 が 根 強 いこ と を 指摘 し て い る。 そ し て、 特 に 更 年期 以 降の

人 生 が 長 くな っ た 現 代に お い て、 こ の よ うな 風 潮 が女 性 に 対 する プ レッ
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シ ャ ー と なり 、 ア ン チエ イ ジ ング を 中 心 とし た 巨 大な マ ー ケ ット の 形成

に つ な が った と 述 べ てい る 。  

(6) 雑 誌 メ デ ィ ア の活 路 ： 美 魔 女 の 世 代 論  

 美 魔 女 世代 は「バ ブル 世 代」で あ り、「バ ブ ル世 代 」は「 雑誌 世 代」で

あ る 。 美 魔女 現 象 が 雑誌 か ら 生ま れ た こ とは 、 こ のこ と を 良 く表 し てい

る 。 し た がっ て 、 日 本に お け る 美 魔 女 ブ ーム の 実 態を よ り 広 い視 野 から

捉え な お すた め に は 、 女 性 誌 と 美 魔 女 登 場 と の 関 係諸 相 に 目 を向 け る必

要が あ る 。  

1960 年 代は 、世 界的 に第 2 派 フェ ミ ニ ズ ムが 台 頭 した 時 代 で あり 、女

性 の 新 し い生 き 方 が 提唱 さ れ た。 こ の 「 第 2 派 フ ェ ミニ ズ ム 」は 、 従来

の 平 等 な 権利 獲 得 を 目指 す 運 動に と ど ま らず 、 女 性の 多 様 性 を尊 重 し、

性 別 役 割 の固 定 観 念 から の 解 放を 目 指 し た点 に 特 徴が あ る 。また 、「 女性

の 新 し い 生き 方 」 と は、 結 婚 や家 庭 と い う枠 組 み にと ら わ れ ず、 職 業や

自 己 実 現 を追 求 す る 生き 方 を 指し 、 女 性 が自 身 の 人生 を 主 体 的に 選 択で

き る 社 会 を目 指 し た 理念 で あ る。 こ の よ うな 動 き は、 日 本 に おけ る 女性

の 社 会 進 出に も 影 響 を与 え 、 女性 が 労 働 市場 や 社 会で 活 躍 す るき っ かけ

の 一 つ と なっ た 。 こ の点 は 、 第２ 章 で 取 り上 げ た 日本 に お け る女 性 の社

会 進 出 と 関わ っ て い るが 、 こ れを 背 景 に 、 各 雑 誌 は、 そ れ を 消費 行 動と

結 び 付 け 、新 し い 女 性と し て のア イ デ ン ティ テ ィ は消 費 か ら 始ま る と説

い た 。 当 時の 雑 誌 の 読者 層 と して 第 1 次 ベビ ー ブ ーム の 世 代 がお り 、そ

の ボ リ ュ ーム の 大 き さが 雑 誌 の盛 り 上 が りを 支 え た （ 井 上  1989:275）。

す な わ ち 当時 は 女 性 誌の 繁 栄 期開 始 と も 言え る 。  

バ ブ ル 世 代は 、1970 年前 後 に 生ま れ 、女 性誌 と の 関わ り が 深 い環 境 で

成 長 し た 世代 で あ る 。こ の 世 代が 生 ま れ 育っ た 時 期は 女 性 誌 の繁 栄 期に

重 な り 、 母親 た ち が その 情 報 を活 用 し て 育児 を 行 った 可 能 性 があ る と考
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え ら れ る 。ただ し 、1970 年 代前 後 に 生 まれ た バ ブル 世 代 の 母親 は 多 くの

場 合 1950 年 代 以 前 の生 ま れ であ り 、 そ の時 代 背 景や 文 化 的 影響 を 考慮

す る と 、 どの 程 度 女 性誌 が 育 児に 影 響 を 及ぼ し た かに つ い て は検 証 の余

地 が あ る 。そ れ に も かか わ ら ず、 女 性 誌 がバ ブ ル 世代 の 女 性 アイ デ ンテ

ィ テ ィ 形 成に 大 き な 影響 を 与 えた 可 能 性 は否 定 で きな い 。  

ま た 、古 田香 織（ 2008：61-73）によ る と 、70 年 代ま で の “ 婦 人”  “主

婦”  “奧 様 ”  “ 暮 らし ” 等 をキ 一 ワ 一 ドと す る 主婦 向 け 月 刊誌 や 女性

週 刊 誌 は 、女 性 た ち に教 養 を 与え 、 女 性 とは こ う ある べ き と いう 、 生活

全 般 の 指 針を 示 す と いう 役 目 を果 た し て いた た め 、読 者 で あ る女 性 にと

っ て は 、 総合 的 な 暮 らし の 事 典と し て 機 能し 、 そ の読 者 は 「 女性 」 とい

う 集 合 体 とし て し か 存在 し な かっ た 。 そ の後 、「女 性 +20 代 、 30 代 …」

ま た は 「 女性 +25 歳 、 30 歳 …」 の よ う に、 そ こ に年 齢 と い うメ ル ク マ一

ル が 付 加 され 、あ る いは ま た「女 性 +ギ ャル 、シ ティ 派 、熟 年 … 」の よう

な 特 定 の ライ フ ス タ イル に 基 つい た グ ル 一プ を 形 容す る 言 葉 がメ ル クマ

一 ル と し て 付 加 さ れ る よ う に な り 、 そ の 当 時 の 女 性 を 取 り 巻 く 環 境 が

様 々 変 化 して い く よ うに 、 雑 誌は 多 様 化 して い っ た。 沢 田 博 によ る と、

70 年 代 は女 性 雑 誌 を持 つ こ とが 、フ ァ ッシ ョ ン とな っ て い た時 代 で ある 。

さ ら に 、 女性 誌 は セ グメ ン ト 化し て そ れ ぞれ の 年 代に 合 っ た ファ ッ ショ

ン や 美 容 情報 を 提 供 する こ と で流 行 を 提 示 し た 。  

1980 年 代後 半 は バ ブル 景 気 が到 来 し た ため 、広 告 主の 雑 誌 への 宣 伝費

は 潤 沢 だ った 。 1980 年 代 の女 性 雑誌 は 1970 年 代 に生 ま れ た雑 誌 市 場を

ベ ー ス に 新し い 市 場 を展 開 し てい た 。1982 年 に 41 誌 あっ た 女 性雑 誌 は、

1990 年 時 点で 72 誌 に拡 大 し た。 こ の 発 展に は 、 雑誌 の 資 金 源で あ る広

告 主 の 存 在は 不 可 欠 であ っ た 。ま た 、1984 年 光文 社 から 創 刊 され た『 JJ』

『 CLASSY.』が 代表 的な 雑 誌 だ 。1985 年に は『 CLASSY.』が  18 万 部の 発
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行 部 数 で あっ た 。 換 言す れ ば 、  20 代 向 け女 性 雑 誌＝ バ ブ ル 世代 向 けと

も 言 え る 。 1986 か ら 1991 年 まで は 日 本の バ ブ ル景 気 で あ る、 バ ブ ル世

代 女 性 が 、消 費 社 会 の表 舞 台 に進 出 し は じめ た の は こ の 時 期 であ る 。 バ

ブ ル 世 代 は経 済 基 盤 、仕事 の 安 定、消 費 行動 の 実 現が 可 能 で ある 。ま た、

1986 年に 「 男 女雇 用均 等 法 」が 施 行 さ れ、 女 性 の社 会 進 出 が加 速 し た 。

1980 年 代、世 の中 は バブ ル 景 気に 沸 き、アッ シ ー くん（ 自家 用車 で 送 迎

し て く れ る男 性 ）、 メッ シ ー くん （ 食 事 をお ご っ てく れ る 男 性）、 ミツ グ

く ん （ プ レゼ ン ト し てく れ る 男性 ） な る 流行 語 も 登場 し 、 人 々は 好 景気

を 大 い に 満喫 し た 9。  

女 性 向 け 雑 誌 や 広 告 を 含 む メ デ ィ ア は 、 女 性 の 深 層 心 理 に 働 き か け 、

美 し さ に 関す る 価 値 基準 の 形 成に 大 き な 影響 を 及 ぼし て い る 。こ れ らの

メ デ ィ ア は、 美 容 や 外見 に 対 する 規 範 的 なイ メ ー ジを 発 信 す るこ と で、

読 者 に 特 定の ラ イ フ スタ イ ル や行 動 を 採 用す る よ う誘 導 し て いる 。 この

よ う に し て、 外 見 を 軸と し た 社会 的 評 価 の枠 組 み が強 化 さ れ 、女 性 が外

見 へ の 過 度な 意 識 を 抱く 要 因 とな っ て い る。  

「 美 魔 女」と いう 言 葉 が 登 場 し た 2009 年は 、バ ブ ル 世代 が 、子 供が 手

か ら 離 れ て自 分 の 時 間が で き た頃 に あ た る 。 彼 女 たち は 、 再 び 女 性 誌と

向 き 合 う こと に な る 。雑 誌 を 読む 習 慣 を 持っ た “ バブ ル の 世 代 ” の 女性

を 狙 っ て 『ス ト ー リ ー 』、『 美 スト ー リ ー 』な ど 雑 誌が 出 て き た。 そ して

美 魔 女 と いう 言 葉 が 日本 で 登 場し て 流 行 して い る 。現 在 の 日 本の 「 美魔

女 」た ち は「バ ブ ル 世代 」と 重 なる 。つ まり 、「美 魔 女 」と は 、こ の バ ブ

ル 期 に 青 春時 代 を 過 ごし た 女 性た ち が 中 年期 に な った と き に 出て き た言

葉 な の で ある 。  

 
9  川 原 好 恵 、 "「 寄 せ て 上 げ る ブ ラ 」 が 大 流 行 ！ 女 性 達 が 自 ら の ボ デ ィ ー を ア ピ ー ル す る
こ と に 目 覚 め た 9 0 年 代 "、2 0 2 0 - 0 5 - 1 9、p r e c i o u s . j p。h t t p s : / / p r e c i o u s . j p / a r t i c l e s / - / 1 8 9 4 9  



51 
 

 以 上 見 てき た よ う に、 フ ィ ット ネ ス 業 界、 家 電 業界 、 美 容 医療 業 界の

新 規 市 場 開拓 が 、 ア ンチ エ イ ジン グ と い う国 策 お よび ル ッ キ ズム と も連

動 し た こ とが 、 美 魔 女が 生 ま れる 前 提 条 件と な っ たと 考 え ら れる 。  

 

第５章  美魔女同士の世界  

(1) 「 痛 い 」存 在 とし て の 美 魔 女：「 若 さ 」と「 年 相 応 」の ダ ブ ル バ イ ン

ド  

こ れ ま で に見 て き た よう に 、 現代 日 本 の 複合 的 な 前提 に よ っ て登 場し

た 美 魔 女 は、 社 会 か らど の よ うに 受 け 止 めら れ た ので あ ろ う か。  

谷 本 は 、「美 魔 女 は 、多く の 人 から 批 判 さ れた り ネ ガテ ィ ブ な イメ ージ

で 捉 え ら れた り し て きた 」と し て いる 。「 女性 は 若 くて 美 し い 方が い いと

い う 認 識（ あ るい は そう あ る べき と い う 規範 ）」は、フ ェミ ニ ズム 論 者 を

中 心 に 批 判さ れ て き た に も 関 わら ず 、 現 在で も 「 社会 一 般 に は」 バ ッシ

ン グ の 対 象に な っ て はい な い し、 ミ ス ・ コン テ ス ト の よ う な イベ ン ト も

相 変 わ ら ず行 わ れ て いる 。 多 くの 人 は こ の種 の イ ベン ト 開 催 を 容 認 して

いる し 、若 い 女性 た ちも 進 ん で応 募 す る 。に も かか わ らず 、「 美魔 女 コ ン

テス ト 」 は、 ミ ス ・ コン テ ス トを 受 容 し てい る 層 にさ え ネ ガ ティ ブ な捉

え 方 を さ れ て い る の であ る 。（ 谷 本  2015:48-49）  

谷 本 に よ れ ば 、「 中 高 年 女 性 の 意 識 の 一 部 を 表 し て い る に も か か わ ら

ず 、美 魔 女 たち は「 イタ イ 」「不 気 味 」と いっ た 言 葉で 非 難 さ れて き た 」。

美 魔 女 の 生 み の 親 で ある 雑 誌 『 美 ST』 も「『 いい 年 し て 、 外見 ば か り飾

る 女 っ て 痛々 し い ね 』“ 美 魔女 ” と 呼ば れる 40 代 女 性 の生 き方 に 対 して

最近 、芸 能 界か ら 数 多く の 辛 辣な 声 が … …」（『 美 ST』2013 年 5 月 号 ）と

の 記 事 を 掲載 し て、美魔 女 批 判を 認 識 し てい る 。谷 本 はま た 、「若 い 女 と



52 
 

戦 っ て る って ほ ん と 愚か だ か らね 」、「 50 で 30 に 見 え るん だっ た ら 、 30

の 女 で い いん だ よ」、「 50 代 に な って も 必 死に な っ て若 い 頃 の ナイ ス バデ

ィ を 求 め る女 性 が す ごく 辛 そ う」 な ど と テレ ビ で 芸能 人 た ち が 語 っ てい

た こ と を 取り あ げ て いる 。雑 誌 で も、「 美 魔女 と か 称し て 年 増 女が 若 作り

し て イ タ すぎ ！ 」（『 新潮 45』 2012 年 10 月号 ） と いっ た 記 事 が見 ら れた

（谷 本  2015:50）。  

同 様 の 批 判 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で も 見 ら れ た 。 北 原 み の り に よ れ ば 、

あ る タ レ ント が 美 魔 女の こ と を「 ブ ー ム に踊 ら さ れた 可 哀 想 な人 た ち」

と 述 べ た 時 、 ネ ッ ト 上で は 「 よく 言 っ た ！」 と い う声 が 沸 き あが っ たと

いう（ 北 原  2013:48-52；谷 本  2015:50）し 、ある ウ ェ ブ エッ セ イ でも

「 バ バ ア のく せ に 必 死で 若 作 り」 を す る 女性 を 「 イタ い と 感 じる 」 など

の 言 説 が 見ら れ た（ 谷本  2023： 96）。北原 は 、上 野千 鶴 子 と湯 山 礼 子の

対 談 を 例 にあ げ な が ら 、 女 性 問題 に 詳 し いは ず の フェ ミ ニ ス トや 女 性著

述 家 ま で もが 「 い つ まで も 男 に選 ば れ た いと 思 っ てい る の が 『気 持 ち悪

い 』 か ら 」と い う 理 由で 「 揃 って 『 美 魔 女は 不 気 味』 と 辛 ら つだ っ た」

とし て お り、谷本 も 40 代 女 性を タ ー ゲ ット に し た雑 誌『 GROW』誌 上で の

上 野 千 鶴 子と あ る 有 名女 性 芸 能人 Ｋ さ ん との 対 談 での 以 下 の よう な 発言

を 紹 介 し てい る 。  

 

上 野 「 私 、ア ン チ エ イジ ン グ って 言 葉 が 、大 嫌 い なん で す 」  

Ｋ 「 私 も です 」  

上 野 「『美 魔 女 』と かに 出 て こら れ る と ね」  

Ｋ 「 こ れ は抵 抗 し な きゃ と 。 私は 『 中 年 の星 』 で いい ん じ ゃ ない か と思

っ て い ま す」  

（『 GROW』 2016 年 9 月号 ： 谷 本  2023:97）  
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こ の よ う な美 魔 女 批 判を 、 北 原は 次 の よ うに ま と めて い る 。  

「 “ お か ま ” も “ フ ェ ミ ニ ス ト ” も “ 自 由 な 女 ” も “ 世 間 ” も 美 魔

女 に は 冷 たい ．40 代 なら 年 相 応に 老 い ろ ．男に ち や ほや さ れ たい と 望む

の は み っ とも な い ． 老い に 抗 うの は 、 イ タイ ． そ んな 厳 し い 視線 が 美魔

女 に は 向 かう ．」（ 北 原  2013）  

谷 本 は 、「 一般 に は 批判 さ れ ない は ず の「若 く美 し く」と い う規 範 を体

現 し て い る美 魔 女 に 、 バ ッ シ ング が 起 こ るの は な ぜな の か 」 との 問 いを

立 て 、「 そ れ が 分か ると 、 社 会に よ る 「 美魔 女 へ の認 識 」 だ けで は な く 、

「 女 性 一 般へ の 認 識 」が 明 ら かに な る と 考え ら れ る 」 と し て いる （ 谷 本  

2023:91）。そ の う え で谷 本 は 、女 性 一 般 には 、「若 く 美 しく 」（女 性 が美

や 若 さ と いっ た 「 性 的魅 力 」 を持 つ べ き であ る と いう ス テ レ オタ イ プ）

と い う 規 範だ け で な く、 も う 一つ の 規 範 が同 時 に 求め ら れ て いる こ とを

指 摘 し て いる 。そ れ は、女 性は「妻・母 とし て 機 能せ よ」と いう 規 範（ 女

性 の 価 値 は家 事 ・ 育 児に 専 念 する こ と に あり 、 女 性を 「 良 妻 賢母 」 とい

う ス テ レ オタ イ プ に はめ 込 も うと す る 認 識） で あ る。（ 谷本  2023:103） 

 谷 本 に よれ ば 、 こ の良 妻 賢 母的 規 範 か らの 美 魔 女批 判 を 支 える の が 、

「 年 相 応 が良 い 」「 年を 重 ね た美 し さ も ある 」「あ り の まま が良 い 」 とい

っ た 言 説 で あ る 。 そ れは 、 テ レビ 、 雑 誌 、 イ ン タ ーネ ッ ト だ けで な く、

学 術 的 議 論 に お い て も見 ら れ る。谷本 は 例と し て、学 術的 議 論で は 、「 人

そ れ ぞ れ ・年 そ れ ぞ れの 美 し さを 求 め る こと が 、 美容 が め ざ す美 的 価値

基 準 で あ ると 考 え ら れる 」（ 石 田  2003）、雑 誌 では「 40 代 か ら始 め る エ

イ ジ ン グ ケア  私 ら しく 年 を 重ね る 秘 訣  『 こ れ が年 相 応 の 美し さ ね』

って 、 も っと 自 分 を かわ い が って あ げ た い」（『 婦 人公 論 』 2009 年 3 月 7

日）、「 女性 に は 年相 応の 美 し さが あ る か ら」（『 Grazia』講 談 社 2009 年 8
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月）、「 許 せ る “ 老 い ” は き れ いに 受 け 入 れる 」（『 ク ロワ ッ サ ン』、1990 年

8 月 10 日） な ど の 言説 を 挙 げて い る 。  

 た だ し 、 美 魔 女 批 判と 、 そ れを 支 え る 「年 相 応 」言 説 を 一 枚岩 の もの

と し て 捉 える と 、認 識の せ め ぎ合 い を 見 落と す こ とに な る と 谷本 は 言 う。

一 つ に 見 える 美 魔 女 批判 は 、 じつ は 異 な った 認 識 に由 来 し て いる か らで

あ る 。谷本 は、「 年相 応」言 説に お け る認 識の 由 来 を三 つ に 整 理し て い る。

（谷 本  2015:51-54）  

一 つ 目 は 、①  女 の 価値 を 外 見や 若 さ で はか る 風 潮を 問 題 視 する 、主 と

して フ ェ ミニ ス ト に よる 批 判 であ り 、 本 稿で は ル ッキ ズ ム と して 問 題化

し た も の であ る 。 こ こで は 、 女が 「 美 の 神話 」 を 内面 化 し て いる 限 り 、

そ れ は 自 分で 自 分 を 縛る「 美の 呪 縛」に なる と さ れる 。「 フ ェミ ニ ス ト達

は 女 が か らだ や 顔 立 ちや 老 化 まで も 含 め た『 あ り のま ま の 自 分』 を 愛す

る こ と の 重要 性 を 説 き」、「 女 の価 値 を 特 定の 外 見 的規 準 だ け で画 一 的に

判 断 す る こと に 抗 議 して き た」（ 荻 野  1996:169-185）。 こ の 認識 に 立て

ば、 美 魔 女は 「 女 の 価値 ＝ 若 さ・ 美 し さ 」と い う 「美 の 呪 縛 」を 後 押し

す る 存 在 と捉 え る こ とが で き る 。  

二 つ 目 は 、②  美魔 女は 、化 粧 品会 社 、医療 、マ ス メデ ィ ア とい っ た 企

業 や 市 場 にコ ン ト ロ ール さ れ てい る と い う認 識 で ある 。 第 ４ 章で 見 たよ

うに 、今 や「美 容・健康 市 場 にと っ て 、 20 代 の 若い 世 代 よ りも 中 高 年女

性 の 方 が 消費 欲 旺 盛 な上 客 」（『新 潮 45』 2012 年 10 月号 ） なの で あ る 。

美魔 女 は 、市 場 的 要 請の お 先 棒を 担 ぐ 人 間 で あ り 、 絶 好 の 顧 客と し てつ

け 込 ま れ てい る 。こ の認 識 に おい て も 、美魔 女 は、「 美 の 呪 縛 」を 後 押 し

す る ／ と らわ れ る 、ある い は 強化 す る 存 在 と な る。「 美 魔 女 ブー ム っ てい

う の は 結 局 、 高 齢 化 社会 を 迎 えて 化 粧 品 会社 が 40 代、 50 代 に化 粧 品を

売 り つ け たい か ら 仕 掛け て い るん で す よ ．」（ 勝 谷 誠彦 『 週 刊 新潮 』 2011
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年 12 月 8 日 号）と いっ た 雑 誌記 事 や 、ネッ ト で の「 美魔 女 はお 金 が かか

り そ う 」 と い っ た 表 現 に 、 こ の 認 識 が 表 れ て い る と 谷 本 は 言 う 。（ 谷 本  

2015:51-52）  

三 つ 目 は 、 ③  美 魔 女 は 家 事 や 育 児 を し な い 自 己 中 心 的 な 存 在 で あ る

と の 認 識 であ る 。そ の例 と し て谷 本 は、「 お 子さ ん 育 て上 げ た主 婦 こ そが

女 の 最 終 形 」と結 論 づけ た 芸 能人 に よ る コラ ム や、「 結 婚 相 手に は い わゆ

る“ 美 魔 女 ” タ イ プ は求 め て おら ず 、 妻 とし て 母 とし て 年 相 応の 美 しさ

を 求 め て いた 」 と 書 かれ た ネ ット 記 事 な どを 挙 げ てい る 。『 美 ST』で す

ら、 町 の サラ リ ー マ ンの 声 と して 「 男 女 平等 な ん て言 う け ど 、 女 性 は可

愛く 、 か 弱い 存 在 、 男性 は 強 くあ る べ き ．美 魔 女 って 強 す ぎ る」、「 自分

の こ と ば っか り や っ て 、家 の こと 、ちゃ ん とや っ て るの か な ？ 」、「 40 歳、

年 相 応 で いい ん じ ゃ ない ？ 」 など （『美 ST』 2013 年 5 月 号 ） の 言 葉 が 掲

載 さ れ た 。さ ら に 物 語で も 、 主人 公 の 美 魔女 は 「 この 十 年 近 く 、 彼 女は

あ く せ く 働く 必 要 も なく 、 子 育て に 忙 殺 され る こ とも な く 、 ただ 己 の美

容 に だ け 傾注 す る 日 々を 送 っ てき た 」 が 、最 後 に は若 い 男 に 入れ あ げて

殺 人 を 犯 す愚 か な 存 在と し て 描か れ て い る（『 週刊 新 潮 』 2012 年 1 月 26

日号 ） と いう 。（谷 本  2015:52）  

 以 上 の よう に 谷 本 は、 美 魔 女を め ぐ る 否定 的 な 見方 を 、 ① 女性 を 「美

の 呪 縛 」 から 解 放 し よう と す る立 場 、 ② 女性 を 煽 る市 場 へ 懸 念を 示 す立

場、 ③ 美 魔女 を 家 事 ・育 児 を して い な い と考 え る 立場 と い う 、三 つ の 異

な っ た 認 識か ら 生 じ てい る と まと め 、 そ の上 で 、 女性 に 対 す る社 会 の二

重規 範 が 明ら か に し た。  

谷 本 は 、 ③は ① ② と は違 っ て 、 女 性 に 別 の ス テ レ オタ イ プ を 当て はめ

よ う と し 、 そ こ か ら 外れ る 人 を批 判 す る もの と な る の で あ り 、 し た がっ

て 、こ れ ら の認 識 は「 正反 対 の 方向 性 を 持っ て い る 」と し て いる 。「 片 方
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が 女 性 を ステ レ オ タ イプ か ら 解放 し よ う とし 、 片 方が ス テ レ オタ イ プに

絡 め 取 ろ うと す る の だか ら ．こ こ で可 視 化さ れ る のは 、「 若 く美 し く」規

範 と「 若 作り 厳 禁規 範」で あ る．そ して 、そ れ ら にそ れ ぞれ 対応 し て「性

的 魅 力 」と「 妻・母 」とい う ス テレ オ タ イ プが あ る こと も 明 確 にな っ た 」。

（谷 本  2015:53）  

谷 本 は 、認 識③ に 由 来す る「 年 相応 」「 あり の ま ま 」言 説 も 二重 性 を帯

び て い る と述 べ て い る。「「 年 相 応」「 あ りの ま ま 」を推 奨 す るこ と は 、あ

る 面 で は「若 く 美 し く」規 範 を批 判 す る こと 」に なり 、「 女 性を「 美 の呪

縛 」 か ら 解放 し た り 、 あ る い は中 高 年 を 「若 さ の 呪縛 」 か ら 解放 し たり

す る こ と につ な が る 」か ら で 、こ の よ う な場 合 に は「「 年相 応」「 あ り の

ま ま 」 は 、 女 性 差 別 やエ イ ジ ズム （ 高 齢 者差 別 ） に抗 す る 戦 略と な る 」。

（谷 本  2015:53）し かし 、「 年 相応 」「 あ りの ま ま 」が 良い と する 規 範 は、

い っ ぽ う で 「 若 作 り 禁忌 」 の 規範 を 後 押 しす る 方 向に 働 く 可 能性 も ある

ので あ る。「 誰 かが 外見 を 「 年齢 以 上 に 若く し た い」「 実際 以上 に 美 しく

な り た い 」と 願 っ た とし て も 、 そ れ は 「 みっ と も ない 」 こ と とし て 切り

捨 て ら れ るこ と に な るか ら 」 であ る 。 こ れが 谷 本 の指 摘 す る 「年 相 応」

「 あ り の まま 」言 説 の帯 び る 二重 性 で あ る。「 年 相応 」「 あり のま ま 」は 、

「 若 く 美 しく 」 と い う規 範 の 「呪 縛 」 か ら の 解 放 とは 必 ず し もな り 得な

いの で あ る。 そ れ ど ころ か 、「 コ イ ンの 裏表 の 「 呪縛 」」に もな り う る。

「 年 相 当 の美 し さ が ある 」、「 あり の ま ま が美 し い のだ 」 な ど の語 り は、

「 若 作 り って 恥 ず か しい こ と」（『 ゆ う ゆ う』 2003 年 10 月 号 ）、「 イ タく

な い 若 つ くり は 難 し い」（『 週刊 現 代』 2006 年 6 月 3 日 号）な どの 言 い 方

と 同 じ く 人を 縛 る 規 範と な り うる の で あ る。  

 以 上 の よう に 谷 本 は、 美 魔 女批 判 を 通 して 女 性 一般 に 対 す る規 範 を浮

か び 上 が らせ た 。 そ こで 明 ら かに な っ た のは 、 第 一に 、 女 性 一般 に 「若
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く 美 し く 」と 「 若 作 りの 禁 忌 」と い う 二 重の 規 範 があ る こ と 。 第 二 に 、

こ の 二 重 規範 は 女 性 に対 す る 「性 的 存 在 」と 「 妻 ・母 」 と い う二 重 のス

テ レ オ タ イプ と 重 な って い る こと 。第 三 に 、「 美 の 呪縛 」か ら の解 放 に も

つ な が る「 年 相 応」「あ り のま ま 」は 、しか し 同 時に 別 の「 呪縛 」とし て

機 能 し て しま う 側 面 があ る こ とで あ る 。  

谷 本 は、美 魔 女批 判 の分 析 を 通じ て 、「 性差 別 と エイ ジ ズ ム の結 託 」に

よる 「 よ り複 雑 化 し た「 美 の 呪縛 」」を 指摘 し て いる 。 こ の 呪縛 は 、「 女

性 は 若 く 美し く な け れば な ら ない 」 と い うミ ス ・ コン テ ス ト 的な 単 純な

規 範 で は な い 。そこ では 、「 若 く ある が 、若作 り し てい な い」と同 時 に「 性

的 存 在 で あり つ つ 、（性 的 で はな い ） 母 とし て 機 能も 果 た す 」、 こ れら す

べ て の 規 範を 満 た す 女性 こ そ が「 美 し い 」の だ 、とい う「呪 縛」（ 論理 的

に は 両 立 困 難 な も の ） が 女 性 に 課 せ ら れ て い る の で あ る 。（ 谷 本  

2015:53-54）  

(2) 女 性 の ホ モ ソ 一シ ャ リ テ ィ の 場 と し て の 美 魔 女 空 間  

し か し 、女性 一 般 に「性 の 対 象」と して の規 範 と、「 母」と して の 規 範

と の ダ ブ ルバ イ ン ド が存 在 す るこ と 自 体 は、 聖 書 にお け る マ グダ ラ のマ

リ ア と 聖 母マ リ ア と の対 置 な どに よ り す でに 指 摘 され て お り 、そ れ が基

本 的 に 男 性か ら 見 た 女性 表 象 であ る こ と も特 に 新 しい 発 見 と は言 え ない

の で は な いだ ろ う か 。ま た 、「 い つ まで も若 々 し く」 と い う 規範 と 、「 年

相 応 で あ れ」 と い う 規範 は 、 かな ら ず し も女 性 だ けに 適 用 さ れる わ けで

は な い の では な い だ ろう か 。「 ち ょ いワ ルお や じ 」や 「 イ ケ おや じ 」 も、

「 イ タ い 」と 呼 ば れ る場 合 は ある の で は ない か 。 むし ろ 男 性 のほ う が、

「 若 造 り 」に 対 し て 女性 の 目 を意 識 し て いる よ う にも 思 え る 。美 魔 女批

判 を エ イ ジズ ム か ら 考え る な ら、 い っ た ん「 若 造 り男 性 」 に 対す る 批判

を も 視 野 に入 れ な け れば な ら ない で あ ろ う。  



58 
 

たし か に、「 年 相応 であ れ 」 とい う 規 範 は、「 古典 的 な 女性 規範 ＝ 家 庭

を 第 一 の 居場 所 と す る女 性 」 を基 礎 に し てい る と 考え る と 、 第１ 章 で見

た よ う な 「オ バ タ リ アン 言 説 」を 許 容 す る規 範 と も結 び つ き かね な い。

し か し 、 本稿 の 第 ４ 章ま で に 見て き た 「 美魔 女 」 誕生 の 諸 前 提を 考 える

と 、も はや 美 魔女 だ けで な く 一般 的 な 女 性の 多 く も、「 オ バ タリ ア ン」と

な る こ と を受 け 入 れ たい と は 思わ な い の では な い か。 ま た 、 言う ま でも

な く 、 誰 が美 魔 女 で 、誰 が そ うで な い か を決 定 す る基 準 は 存 在し な い。

少 な く と も美 魔 女 コ ンテ ス ト に応 募 す る 女性 は 、 そう 自 己 規 定し て いる

で あ ろ う が、 本 人 が そう 思 っ てい な く と も周 囲 か らそ う 呼 ば れる 女 性も

い る で あ ろう し 、 美 魔女 に な るべ く 努 力 して も 、 その よ う に 呼ば れ ない

女 性 も い るで あ ろ う 。  

そ も そ も 、女 性 が 外 見に 気 を 配る と き 、 それ が 男 性の 目 を 意 識し て行

わ れ る と の前 提 自 体 を疑 う 必 要が あ る の では な い だろ う か 。 そこ で は、

女 性 の 外 見に 向 け ら れる 「 ま な ざ し 」 が 、男 性 と いう 「 他 者 」 か ら の性

的 な も の に限 定 さ れ 、女 性 の 女性 に 対 す る「 ま な ざし 」 が 見 落と さ れて

いる の で はな い だ ろ うか 。ま た、「 美 魔 女 」が 成立 す る空 間 は 、「 美 魔 女」

と 「 非 美 魔女 」 に 二 分さ れ る わけ で は な く、 現 代 では 「 ふ つ うの 中 年女

性 」 と 地 続き に な っ てい る の では な い だ ろう か 。 すな わ ち 、 美魔 女 に否

定 的 な 女 性た ち (先 に述 べ た よう に 、美 魔女 を 美 の呪 縛 の 拘 束さ れ て いる

とか 、「痛 い 」 とし て批 判 す る女 性 た ち )も、「 美 魔女 的 な る もの (年齢 を

超 え た 若 さや 美 へ の 投資 )」を 全 否定 し て いる わ け では な い の では な い か、

と 考 え る ので あ る 。 この よ う に考 え る と 、美 魔 女 たち を 「 男 性の 視 線や

欲 望 を 内 面化 し た 、哀れ な 存 在 」と か、「 戦略 的 に そう す る こと で 、美 容

資 本 を 文 化資 本 な い しは 社 会 関係 資 本 に 転換 し よ うと し て い る」 と いっ

た 理 解 だ けで は 不 十 分 な の で はな い か と 思わ れ る 。  
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美 魔 女 た ち 自 身 は む しろ 、 女 性の 「 ま な ざし 」 を 意識 し て い る 可 能性

は な い だ ろう か 。 た とえ ば 、 美魔 女 た ち は、 ま ず 他の 美 魔 女 たち の 目 を

意 識 し て いる と い う こと は 、 ない だ ろ う か 。 自 分 が美 魔 女 で ある こ と、

そ の た め の基 準 に か なっ て い るか ど う か 。あ る い は、 コ ン テ スト に 出場

す る 美 魔 女た ち に と って は 、 意識 し て い るの は 、 他な ら ぬ 「 美魔 女 」内

で の 地 位 では な い か 。さ ら に 、美 魔 女 的 な 空 間 の なか で 、 自 らが 主 導的

な 地 位 に ある か ど う か、 な ど が意 識 さ れ てい る 可 能性 は な い だろ う か。

か り に そ う だ と す れ ば 、美魔 女 た ちの 世 界は 、「 女性 の ホ モ ソー シ ャ ルな

空 間 」 と して 成 立 し てい る 可 能性 が あ る ので は な いだ ろ う か 。  

ホ モ ソ ー シャ ル （ homosocial）と は 、 恋 愛や 性 的 な意 味 を 持 たな い同

性 間 の 結 びつ き や 関 係性 を 指 す社 会 学 用 語で あ り 、こ の 概 念 はア メ リカ

の ジ ェ ン ダー 研 究 者 イヴ ・ セ ジウ ィ ッ ク によ っ て 提唱 さ れ た 。セ ジ ウィ

ッ ク は 、 ホモ ソ ー シ ャル と ホ モセ ク シ ュ アル の 類 似性 と 区 別 を考 察 する

こ と で 、近代 欧 米 社 会に お け る男 性 の 同 性関 係 を「性 的 」/「 非性 的 」に

区 分 す る 認識 枠 組 み を明 ら か にし た （ セ ジウ ィ ッ ク  2001）。  

従 来 、 ホ モソ ー シ ャ ルな 関 係 は 、 た と え ば 体 育 会 系の 男 性 社 会に 典型

的 に 見 ら れる も の と され て お り、 男 性 同 士が 絆 を 深め る 一 方 で、 女 性を

モ ノ の よ うに 扱 っ た り、 同 性 愛者 で は な いこ と を 証明 す る た めの ホ モフ

ォ ビ ア（ 同性 愛 嫌 悪 ）が 特 徴 とさ れ る（ 東  2006）。しか し 、近 年 の 美魔

女 文 化 に おい て は、美魔 女 同 士の 世 界 は 、「 女性 の ホモ ソ 一 シ ャル な 空 間」

を 生 み 出 して い る の では な い と考 え ら れ ない だ ろ う か 。 東 は 、「「 女 性の

ホ モ ソ 一 シャ リ テ ィ 」概 念 は 有効 な の で はな い か 」 (84)と 述 べ、「「 ホモ

ソ 一 シ ャ ルと い う 言 葉自 体 は 、本 来 「 良 い」 関 係 性を 指 す も ので も 「悪

い 」 関 係 性を 指 す も ので も な いの で 、 そ れぞ れ の 社会 に お け る女 性 の同

性 関 係 の 性質 や 位 置 つけ を 見 るの に よ り 適し た 概 念」 で あ る とし て いる
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(東  2006:71-85)。  

た だ し 、美 魔女 た ち の住 む 世 界は 、か な らず し も 既存 の ソ 一 シャ ル /セ

ク シ ャ ル とい う 二 分 法に 基 づ いた 空 間 で はな い 。 むし ろ 、 セ クシ ャ ルと

いう 側 面 で は 異 性 愛 的で あ り なが ら も 、 性的 な 意 識は じ つ は それ ほ ど強

く な く 、 男性 中 心 社 会に 順 応 しつ つ も 、 必ず し も 男性 の 視 線 を強 く 意識

し て い る わけ で は な い女 性 同 士 の 、 絆 と いう よ り は、 ゆ る や かな 連 帯と

競争 の 世 界で あ る と 考え ら れ ない で あ ろ うか （ 図 5-1）。  

 

 

図 5-1 女性 の ホ モ ソー シ ャ ルな 空 間  

(3) 衒 示 的 消 費 と して の 美 魔 女  

こ の よ う に仮 定 す る と 、この 美 魔女 た ち のホ モ・ソ ーシ ャ ル な世 界 は、

ソ 一 ス タ イン ・ ヴ エ ブ レ ン の 言う 「 街 示 的消 費 」 (「 有 閑階 級の 理 論 」 ) 

の場 で あ り、 そ こ で は「 美 」 をめ ぐ る 「 競争 （ ソ ーシ ャ ル ・ エミ ュ レー

シ ョ ン ）」が 繰 り 広 げら れ て いる と の 解 釈も 可 能 かも し れ な い 。ヴェ ブ レ

ンの 「 衒 示的 消 費 」 とは 、 財 やサ ー ビ ス の消 費 が 他者 へ の 社 会的 地 位の

誇 示 と し て機 能 す る 行為 を 指 す。 美 魔 女 たち の 美 容実 践 は 、 単な る 自己

満 足 や 若 さの 維 持 を 超え て 、 他者 、 特 に 同じ 「 美 魔女 」 コ ミ ュニ テ ィ内



61 
 

の 女 性 た ちへ の 優 越 の誇 示 と いう 役 割 を 果た し て いる 可 能 性 があ る 。  

美 魔 女 た ちの 間 で 行 われ る 美 容実 践 や 消 費行 動 は 、女 性 同 士 の競 争意

識や 、互い の 評 価を 通じ て 、個 人 の 地位 や役 割 を 再構 築 す る もの で あ る。

例 え ば 、 美容 整 形 や 高価 な 化 粧品 の 購 入 、美 容 院 での 定 期 的 な施 術 など

の 行 為 は 、外 見 的 な 美し さ を 保つ だ け で なく 、 他 の美 魔 女 た ちや 周 囲の

女 性 た ち に対 す る 「 優越 性 の 表示 」 と い う意 味 合 いを 持 つ の では な いだ

ろ う か 。  

こ の よ う に仮 定 す る と 、美 魔 女と い う 現 象は 、男 性か ら の「 まな ざ し」

だ け で な く、 女 性 同 士の 「 ま なざ し 」 に よっ て 成 立し て い る と考 え られ

る 。 そ の ため 、 美 魔 女文 化 は 女性 間 の ホ モソ ー シ ャリ テ ィ （ 非性 的 な同

性 間 の 絆 ）の 一 形 態 とし て 捉 えら れ 、 同 時に 「 衒 示的 消 費 」 とい う 観点

か ら 分 析 され る べ き 現象 で あ ると い え る 。  

(4) ア ク タ 一 ネ ッ ト ワ ー ク 理 論 (actor network theory :ANT) 

谷 本 は「 美の 呪 縛 」から の 解 放を 推 し 進 める 力（ フェ ミ ニ ス ト的 批 判）

が 、「 年相 応 と いう 呪縛 （ 若 造り 禁 忌）」の 側 に 加担 し う る 危険 を 危 惧し

て い る が 、当 の 美 魔 女た ち は 、美 魔 女 と して 生 き るこ と を 、 どの よ うに

捉 え て い るの で あ ろ うか 。 そ こで も う 1 つ の 仮 説と し て、「美 魔 女 たち

は 、 特 に 誰の 「 ま な ざし 」 も 意識 し て い ない 」 と いう 可 能 性 につ い て考

え て み た い 。 す な わ ち 美 魔 女 たち は 、 特 定の 他 者 の 「 ま な ざ し」 を 意識

し て い る わけ で は な く、 む し ろ 一 つ の 複 合的 な ネ ット ワ ー ク の中 で 成立

した 存 在 と し て 生 き てい る と の見 方 で あ る。こ のよ う に 考え て、最 後に 、

近 年 注 目 を 集 め て い る 「 ア ク タ 一 ネ ッ ト ク 一 ク 理 論 （ actor network 

theory : ANT）」の 枠 組み か ら 、美魔 女 現 象を 再 解 釈す る 可 能 性 を 指 摘し

て お き た い 。  

ANT は 、 社会 的 要 素 だけ で な く物 質 、 力 、ア イ デ アと い っ た 非人 間的
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な「 エ ージ ェ ンシ ー（作 用）」を も 含む ネ ット ワ ー クを 通 じ て 人間 生 活 が

構 築 さ れ るこ と を 提 案す る も ので あ る 。 この 理 論 は 、 身 体 や 社会 は 独立

し た 要 素 とし て 存 在 する の で はな く 、 接 続と 相 互 作用 の ネ ッ トワ ー クと

し て 分 析 され る べ き であ る と 言う （ Shilling 2012）。美 魔 女 とい う 現象

も 、 単 な る 「 社 会 的 関係 性 の 産物 」 で は なく 、 メ ディ ア 、 美 容技 術 、医

療 専 門 家 、さ ら に は 使用 さ れ る製 品 や 道 具と い っ た多 様 な 要 素に よ って

構 築 さ れ たネ ッ ト ワ ーク の 結 果と し て 捉 える こ と がで き る 。  

た と え ば 、Mol（ 2003）の 研究 で は 、医 療 現 場 に おけ る 動 脈 硬化 症 の診

断 と 治 療 を通 じ て 、 身体 が 単 なる 社 会 的 構築 物 で はな く 、 多 様な パ フォ

ー マ ン ス や振 付 に よ って 再 構 成さ れ る 存 在で あ る こと が 示 さ れて い る。

同 様 に 、 美魔 女 た ち の身 体 も 、メ デ ィ ア 、化 粧 品 、医 療 技 術 、さ ら には

美 容 師 や ネイ リ ス ト とい っ た 専門 家 に よ る振 付 を 通じ て 形 成 され る 。こ

れ ら の 要 素が 複 合 的 に作 用 し 、美 魔 女 た ちの ア イ デン テ ィ テ ィや 行 動を

支 え る ネ ット ワ ー ク を構 成 し てい る 。  

さ ら に 、 Pickering（ 1995）は 、 ANT に おけ る 人 間の 位 置 づ けを「 指 示

を 出 す 主 体」 か ら 「 ネッ ト ワ ーク 内 の リ ンク 」 へ と移 行 さ せ るこ と で、

人 間 の エ ージ ェ ン シ ーを 再 定 義す る 重 要 性を 指 摘 して い る 。 美魔 女 たち

も ま た 、 ネッ ト ワ ー ク内 の 多 様な 要 素 に よっ て 形 成さ れ る 存 在で あ り、

特 定 の 主 体性 だ け で 説明 す る ので は 不 十 分で あ る 。  

こ の よ う に、 美 魔 女 現象 を ANT の 視 点 か ら分 析 す るこ と で 、 彼女 たち

が 単 に 社 会的 視 線 や 規範 を 内 面化 し た 存 在で は な く、 メ デ ィ アや 医 療専

門 家 、 テ クノ ロ ジ ー など に よ って 総 合 的 に生 み 出 され た ネ ッ トワ ー クに

よ っ て 成 立し て い る とも 言 え る。  
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おわりに  

本 稿 は 、「 中 年 女性 」のカ テ ゴ リー と「 美魔 女 」と いう 現 象 を通 じ て 、

ル ッ キ ズ ム、 社 会 進 出、 美 容 市場 と の 相 互関 係 を 明ら か に す る試 み を行

っ た 。「 美 魔女 」の 登 場を 単 な る一 過 性 の 流行 で は なく 、社 会 的 、経済 的 、

文 化 的 な 背景 の 中 で 捉え る こ とで 、 中 年 女性 が 置 かれ た 現 代 日本 社 会の

文 脈 を 浮 き彫 り に し た。特 に、「 若さ 」と「年 相 応 」と い う 矛 盾す る 期待

に 縛 ら れ る中 年 女 性 の存 在 は 、ル ッ キ ズ ムの 影 響 を受 け た 新 たな ダ ブル

バ イ ン ド を象 徴 す る もの で あ る。 ま た 、 美容 市 場 やメ デ ィ ア がど の よう

に 「 美 魔 女」 と い う イメ ー ジ を商 品 化 し 、そ の 消 費を 促 進 す るか に つい

ても 考 察 した 。 ま た 、 こ れ ら の要 因 は 、 個別 の 現 象と し て 存 在し て いる

の で は な く、 相 互 に 影響 し 合 いな が ら 、 美魔 女 と いう 現 象 の 形成 と 拡大

を 支 え て いる 。 例 え ば、 女 性 の社 会 進 出 が進 む 一 方で 、 働 く 女性 に 対す

る 「 若 さ 」や 「 美 し さ」 の 過 剰な 期 待 は 、社 会 的 圧力 と し て 彼女 た ちの

生 活 に 影 響を 与 え て いる 。 こ のよ う に 、 美魔 女 現 象は 個 々 の 女性 の 選択

と い う よ り、 社 会 的 な規 範 や 価値 観 が 投 影さ れ た 結果 と 見 る こと が でき

る。  

さ ら に 、 本稿 で は 、 健康 美 容 家電 、 美 容 医療 、 フ ィッ ト ネ ス とい った

多 層 的 な 市場 が 、「 美魔 女 」と い う現 象 を支 え る と同 時 に、消費 者 と して

の 中 年 女 性に 特 定 の 規範 を 内 面化 さ せ る メカ ニ ズ ムが 存 在 す るこ と を確

認 し た 。 この 市 場 の 構造 は 、 個々 の 女 性 の自 己 決 定を 促 進 す る一 方 で、

社 会 的 規 範を 再 生 産 する 役 割 も果 た し て いる 。また 、「 ルッ キ ズム 」にま

つわ る 外 見に 基 づ く 評価 や 差 別を 指 す が 、こ れ は 単な る 美 醜 の問 題 にと

ど ま ら ず 、ジ ェ ン ダ ー差 別 や 社会 的 格 差 の一 部 と して 機 能 し てい る 。本

研 究 で は 、特 に 日 本 にお け る 美魔 女 現 象 を通 じ て 、中 年 女 性 が直 面 する

「 容 姿 格 差 」と い う 課題 を 明 らか に し た 。中年 女 性 に求 め ら れる「 若 さ」
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や 「 美 し さ」 は 、 多 くの 場 合 メデ ィ ア が 作り 上 げ た理 想 像 に 基づ い てお

り 、 そ の 結果 、 女 性 たち は 自 身の 容 姿 に 対し て 過 剰な 意 識 を 向け ざ るを

得 な く な って い る 。  

また 、 美 魔女 市 場 の 形成 と 拡 大に は 、 特 に女 性 誌 やマ ス メ デ ィア の影

響 が 大 き く関 わ っ て いる 。 メ ディ ア は 、 読者 に 対 して 特 定 の 美容 意 識や

ラ イ フ ス タイ ル を 押 し付 け る だけ で な く 、美 の 価 値基 準 を 標 準化 す る役

割 を 果 た して い る 。 この よ う な標 準 化 は 、女 性 に とっ て の 「 美し さ 」や

「 若 さ 」 に対 す る 社 会的 な 期 待を 強 化 し 、結 果 と して 中 年 女 性の 間 で美

魔 女 現 象 を生 む 土 壌 を提 供 し てい る と 考 えら れ る 。こ の 過 程 で、 女 性た

ち は 自 ら の外 見 を 他 者の 目 に さら さ れ る もの と し て捉 え る よ うに な り、

自 己 表 現 や自 己 価 値 が外 見 に 依存 す る 傾 向が 強 ま って い る 。  

さ ら に 、 本研 究 を 通 じて 浮 か び上 が っ た のは 、 美 魔女 現 象 が 「個 人の

自 由 な 選 択」 と い う 表面 上 の 主張 の 背 後 に、 社 会 規範 や 外 見 至上 主 義が

根 深 く 存 在し て い る とい う 現 実で あ る 。 これ ら の 規範 は 、 中 年女 性 に限

ら ず 、 若 年層 や 男 性 にも 少 な から ず 影 響 を及 ぼ し てお り 、 外 見に 基 づく

評 価 や 差 別が 現 代 社 会全 体 に 広が る 可 能 性を 示 唆 して い る 。  

最 後 に 、 こう し た 分 析を 通 じ て得 ら れ た 知見 は 、 本研 究 は 美 魔女 現象

誕生 の 背 景や 意 義 を 仮説 的 に 提示 す る に とど ま り 、具 体 的 な デー タ を用

い た 実 証 的な 分 析 が 不十 分 で あっ た 。 特 に、 谷 本 のよ う な ア ンケ ー ト調

査 や イ ン タビ ュ ー を 通じ て 、 個々 の 中 年 女性 が 「 美魔 女 」 と して の 自己

表 現 を ど のよ う に 捉 えて い る のか を 明 ら かに す る こと が 課 題 とし て 残っ

た。 今 後 は 「 外 見 至 上主 義 」 によ る 社 会 的な 抑 圧 から 解 放 さ れ、 誰 もが

個 人 と し て尊 重 さ れ る社 会 を 築く た め に は、 ま ず この 仕 組 み を十 分 に理

解 し 、 問 題の 本 質 を 見極 め る 必要 が あ る 。本 稿 で 取り 上 げ た 美魔 女 現象

や ル ッ キ ズム の 議 論 は、 こ う した 課 題 に 取り 組 む ため の 第 一 歩と し て位
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置 づ け ら れる だ ろ う 。今 後 は、「 美 魔女 」現象 を 具 体的 に 分 析 する た めに

は 、個 別事 例 を 深掘 りす る だ けで な く、その 背 景 を歴 史 的 な 文脈 で 捉 え、

時 間 軸 に 沿っ た 変 遷 を考 察 す るこ と が 重 要 で あ る 。 今 後 の 課 題は 雑 誌メ

デ ィ ア や 広告 を 中 心 に「 美 魔 女」 現 象 を 歴史 的 時 間軸 に 沿 っ て整 理 し、

彼 女 た ち がど の よ う に社 会 的 期待 に 応 え なが ら 自 己表 現 を 行 って き たの

か を 探 る 枠組 み を 模 索し て い きた い 。 さ らに 、 本 研究 で は 、 中年 女 性と

ボ デ ィ ビ ルな ど の 身 体競 技 に おけ る 美 意 識の 関 係 を取 り 上 げ られ な かっ

た が 、 筋 肉美 と い う 観点 で の 美魔 女 と の 比較 研 究 は、 新 た な 視座 を 提供

す る 可 能 性が あ る 。 今後 さ ら に研 究 を 深 める こ と で、 多 角 的 な分 析 を進

め て い き たい 。  
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